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■開催趣旨 
兵庫県淡路島では、淡路島特有の課題である海岸漂着ごみ対策として、住民等ボラン

ティアを中心とした「淡路島里海保全隊」を結成し、漂着ごみの回収活動や調査等を行

い漂着ごみの防止対策を実施することで、環境立島「公園島淡路」の実現を目指してい

ます。 

今回の「淡路島里海保全隊」の結成を記念して、漂着ごみが有する問題の深さ、広が

りを改めて認識していただくとともに、瀬戸内海を中心とする各セクターの様々な取り

組みについて事例報告頂きながら、その視点と方向について参加者が様々な角度からデ

ィスカッションいただく機会として「漂着ごみ淡路島会議」を開催します。 

この会議は、様々な報告、議論を踏まえ、これからの「淡路島里海保全隊」の活動が、

持続的で効果的な地域活動として進めていくうえで、何が必要で、何が求められ、何を

なすべきかを考えることを目的としています。 

 

 

■主 催  漂着ごみ淡路島会議実行委員会 

■共 催   兵庫県淡路県民局 

■協 力  ＪＥＡＮ／クリーンアップ全国事務局 

社団法人瀬戸内海環境保全協会 

■協 賛  財団法人ひょうご環境創造協会 

社団法人兵庫県水質保全センタ－ 

兵庫県瀬戸内海環境保全連絡会 

兵庫県漁業協同組合連合会 

瀬戸内海研究会議 

■後 援  第五管区海上保安本部 

瀬戸内海環境保全知事・市長会議 

財団法人兵庫県環境クリエイトセンタ－ 
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日 時    2004 年 10 月 3 日（日曜日）13：00～17：00（12：00 より受付） 

場 所    兵庫県三原郡南淡町阿万塩屋町 757－39  国立淡路青年の家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プ ロ グ ラ ム

12：00  受 付 （資料配布 など） 

 

13：00  開 会（司会：立石 美樹氏（環境カウンセラー）） 

 

13：05  趣旨説明「何故、今「里海保全隊」か！」 

挨 拶 吉川健一郎氏（兵庫県淡路県民局県民生活部長） 

 

13：10  淡路島里海保全隊認定式 

 

13：20  基調報告「地球環境問題として漂着ごみを考える－我々の暮らしと漂着ごみ－」 

報告者 藤枝  繁氏（鹿児島大学水産学部助教授） 

 

14：20  紹  介「国際海岸クリーンアップについて」 

報告者 小島あずさ氏（ＪＥＡＮ／クリーンアップ全国事務局代表） 

 

14：45  パネルディスカッション 

「地域における実践事例報告から今後の取り組みとその視点・方向を考える」 

 

コーディネーター 松田 治氏（広島大学名誉教授、瀬戸内海研究会議会長） 

コメンテーター  藤枝 繁氏（鹿児島大学水産学部助教授） 

報告者及びパネリスト 

・原  賢治氏（クリ－ンアップ関西事務局）－須磨海岸における取り組み 

・塩飽 敏史氏（財団法人水島地域環境再生財団）－海底ごみ調査の取り組み 

・遠井和 修氏（財団法人琵琶湖・淀川水質保全機構） 

－めざせ！１万人のクリーンアップ 

・花野 晃一氏（国立公園成ヶ島を美しくする会） 

－淡路  成ヶ島におけるクリーンアップ活動 

・中西  敬氏（大阪市立大学非常勤講師） 

－淡路における漂着ごみモニタリング（瀬戸内海研究会議）

17：00  閉 会 

  解 散 
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○「淡路島里海保全隊」設立の趣旨 

  周囲を海に囲まれた淡路地域においては、海

岸の環境保全、美観維持を推進する上で海岸漂

着ごみ処理対策が地域の重要な課題となってい

ます。 

  また、淡路県民局が昨年度行いました「海岸

漂着ごみ調査」によると、漂着ごみの多くは淡

路島島内を発生源とするごみであると考察され

ており、日常生活でのごみを減らし、発生した

ごみは不法投棄・ポイ捨てをせずに適切に処分

することが基本的な対策であり、結局は個人の

意識、モラルの問題になるとの報告がなされま

した。 

  しかしながら、意識とモラルの向上を待つだ

けでは海岸漂着ごみ問題は解決できません。ま

た、解決のための時間も相当かかると考えられ

ます。 

  従って、それまでの間は漂着ごみを回収し処

理をする清掃活動が欠かせませんが、現状では

清掃活動の多くが一部のボランティアや地域住

民の自主的な活動に支えられています。 

 淡路県民局では、これまで一部のボランティ

ア、住民に限定されていたこうした活動を、住

民、事業者、団体等の参画と協働のもとに一層

拡大、深化させるため、「里海保全隊」を組織す

ることといたしました。 

「里海保全隊」は、漂着ごみの回収活動や組

成分析調査を通じて、一人一人の島民が海岸と

自発的、積極的に関わり、海岸との関わり方を

改めて深く考え、そして参画と協働の精神に基

づく新たな漂着ごみ対策を共に考え、美しさ溢

れる環境立島「公園島淡路」の実現を目指すも

のです。 

   

（注）里海とは、「人手が加わることにより生産

性と生物多様性が高くなった沿岸海域」

のことを言います。 

○最後に 

  本日の会議は、これからの「淡路島里海保全

隊」の活動が、持続的で効果的な地域活動とし

て進めていくうえで、何が必要で、何が求めら

れ、何をなすべきかを考えることを目的として

おりますので、そのような場として有意義なも

のとなりますことを祈念申し上げまして、開会

に当たりましてのあいさつとさせていただきま

す。 

趣旨説明 

 

「何故、今「里海保全隊」か！」 

 

吉川健一郎氏 

（兵庫県淡路県民局県民生活部長） 
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皆さんこんにちは。 

 鹿児島大学水産学部の藤枝と申します。 

 今日は、１時間、「地球環境問題として漂着ご

みを考える－我々の暮らしと漂着ごみ－」とい

うタイトルでお話させていただきたいと思いま

す。 

 ６月に海守キャプテン研修会という会合があ

りまして、そのときも淡路島でお話する機会が

あったんですけれども、内容的には、それとよ

く似たもので、ダブられる方もいると思います

が、復習という意味でまた聞いていただければ

ありがたいと思います。 

 自己紹介としましては、まず、私、現在水産

学部にいるんですけれど、傍ら、学生たちと一

緒にクリーンアップかごしま事務局というとこ

ろで、鹿児島県内でのクリーンアップ活動のコ

ーディネートもしております。早くも６年がた

ちました。そういう意味で、皆様がこれから取

り組もうっていう活動に少しでもお役に立てれ

ばなあと思っております。また私も皆様から何

かお知恵をいただいて、鹿児島に持って帰って、

もっと頑張ってやっていきたいなあと思ってい

ますので、この後もいろいろご意見いただけれ

ばと思っています。 

 生まれが大阪の堺なもんですから、淡路島に

お呼びいただいて、大阪湾を目の前にしてお話

しするっていうのは、大阪を捨てて鹿児島に行

ってしまった人間としてちょっと恥ずかしいと

ころがあるんですが、懐かしい大阪弁で少しお

話しさせていただきたいと思いますので、どう

ぞよろしくお願いします。 

 今日、お話する内容はこの６つになります。 

1 つ目は海洋ごみの現状。ちょっと、私が九

州の南の端っこにいるもんですから、九州の話

が多いかと思いますけども、瀬戸内海の話も少

し織りまぜながらしていきたいと思います。 

2 つ目は、ごみの発生源。こんなことはもう

わかりきってると言われる方もいるでしょうけ

れど、少しお話させていただきたいと思います。 

それから、よく聞くんですけども、「海にごみ

があって、何が悪いんだ」と開き直られる方が

いらっしゃるんですね。ですから、今、海にご

みがあると、こういうところで問題になるんだ

よといったお話を 3 つ目に、皆様が抱えてる問

題とはまた違った視点でしてみたいと思います。 

それから４つ目に、今後ですね、このまま海

洋にごみがあると、どうなるのかって言う話を

して、まとめていきたいと思います。 

まず最初に、海洋ごみの現状と言うお話しで

す。これは、我々が鹿児島でも行っている国際

海岸クリーンアップキャンペーンの結果です。

黄色の方が日本の結果で、青の方が世界の結果

です。もうご存知かと思いますけども、この活

動は、世界共通のデータカードを使って、海岸

に漂着するごみを調べましょう。また調べるだ

けではなくて、調べた結果を使って、改善策に

結びつけましょうと言う活動です。 

この結果を見ていただければわかると思うん

ですけども、世界、日本で、海岸で一番多いご

みというのはタバコのフィルターです。それか

ら、プラスチックの破片、発泡スチロールの破

片が続きます。今日、海岸で活動された方で気

がついた方もいると思いますが、小さな米粒ぐ

らいのプラスチックの破片がたくさん落ちてま

したね。ここにはワースト１０まで順位が書い

てあるんですけども、濃い色のアイテムを見て

もらうとわかりますが、全部、破片や小さなご

みです。上から、たばこのフィルター、プラス

チックの破片、発泡スチロールの破片、紙の破

片、それからプラスチックのフィルム状の破片

ですね。ペットボトルのふたのようなものもあ

基調報告 講演録 

 

地球環境問題として漂着ごみを考える 

－我々の暮らしと漂着ごみ－ 

 

藤枝  繁氏 

（鹿児島大学水産学部助教授） 
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ります。このように約半分ぐらいが破片などの

小さなごみです。もうお気付きかと思うんです

けども、ふだん、立って、ぱっと海岸を見て、

きれいな浜ですねと言うときの指標となるペッ

トボトルや空き缶というのは、実はワーストテ

ンにかろうじて入るアイテムなのです。飲料用

プラボトルで４％、飲料缶で４.６％というのが

ここに入っていますけども、これらは全体のほ

んの１０％ぐらいしかありません。 

それでは、実際、海岸に落ちてるごみはとい

うと、こういう細かい破片になったものが主で、

これらがたくさん落ちているということが一番

の問題なんです。 

またワースト１０のアイテムを見ていきます

と、ほとんど、我々が、ふだんの生活で使って

るものか、その破片です。 

それから、こちら側が世界集計の結果なんで

すけれども、世界でも破片は、半分近くを占め

てますし、順位もたばこのフィルターが一番な

んですね。次に食料品の袋、プラスチックの破

片、キャップ、発泡スチロールの破片というぐ

あいに、順位こそ日本の結果とちょっと違いま

すけども、上位に出てくるアイテムは、ほとん

ど同じなんです。 

このように、世界の結果がつながってくると、

海洋に関するごみ問題は、淡路の問題だけでな

くて、世界の問題であるということがわかりま

す。 

次に、今日皆さんが手で拾われているときに、

ちょっと苦労された方もいらっしゃったかと思

うんですけど、軍手をしてたら拾えない小さい

ごみが沢山ありましたね。もう見なかったこと

にしようと思った方もいたかと思います。そこ

で、実際、見なかったことにしようと思うぐら

いのちっさい粒が、一体どれぐらいあるんだろ

うというのを調べたのがこの調査です。方法は

漂着物が帯状にある砂浜の汀線上に４０センチ

×４０センチの四角い枠をはめ込んで、砂ごと

漂着物を回収し、それをバケツに入れて、水を

入れて、浮いてきたものだけを回収してカウン

トするというものです。このときは、０.３ミリ

という大きさよりも大きいものを数えました。

その結果、鹿児島湾から奄美大島の離島までの

６８海岸から回収されたごみの９割が発泡スチ

ロールの破片となりました。また、そのサイズ

はどれぐらいかと言いますと、０.３ミリから４

ミリという、いわゆる米粒ぐらいのサイズ以下

が９割を占めたんです。要するに、砂にぐっと

目を近づけないと見えないような微小なプラス

チックが、実は、海岸を覆っているというのが

現状なんです。 

じゃあ、どんな分布になってるんでしょうか。

鹿児島には、鹿児島湾という大きな湾がありま

す。このちょうど東側の海岸に赤いところがあ

りますが、これは漂着密度の高い地点で１リッ

トル当たり２００個以上、多いところでは１,３

００個というものです。こういう海岸が鹿児島

湾東側に多くあります。ちょうどこの辺りの海

面ではカンパチの養殖をしています。そこでは

瀬戸内海でもよく見かけるオレンジ色の発泡ス

チロール製のフロートがたくさん使われていま

す。それがその海岸の周辺に粉々になって海岸

に打ち上がっているんです。 

一方、その他ですね、ここは東シナ海に面し

たところ、またここは開聞岳の麓なんですけど

も、外洋に面した海岸でも赤いマークの地点が

見られます。赤まで行かなくても、黄色のとこ

ろも外洋にあります。奄美大島では、外洋に面

した海岸にも密度の高いところがありますから、

この問題は、内湾の養殖いかだがあるような海

域だけではないというのが、これでわかります。 

またアイテムの割合で見ると、鹿児島湾の養

殖いけすのある海岸では、こういうぐあいに、

発泡スチロール破片の割合が極めて高いんです。

奄美大島では、プラスチックの破片があるんで

すが他よりも多いのですが、でも、やっぱり発

泡スチロールの破片が一番なんですね。日本の

海岸、どこに行っても、やっぱり発泡スチロー

ルの小さな破片だらけです。 

これが、広島の発泡スチロールの破片の結果
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です。ちょっとちっさくて、見にくいですが、

これが江田島、ここに広島市があります。ここ

が呉市ですね。ここが江田島湾なんですが、こ

の辺の海岸に行きますと、１リットル当たり３,

０００個、１リットル当たりですよ。さっきは、

０.３ミリより大きいものっていう話をしまし

たけど、このときは、ちょっと数え切れません

でしたので、２ミリより大きいものを数えまし

た。１リットルの砂の中に３,０００個っていう

数がどういう数かと言うとですねえ、砂はほと

んどないと思って下さい。要するに、発泡スチ

ロールばっかりです。この方法は深さ５センチ

の砂を採るんです。その枠を砂に入れても、砂

浜の砂には到達しなかったというのが広島湾に

は何カ所かありました。こういうのが瀬戸内海

のような閉鎖的な内湾にはあるんです。 

それと、瀬戸内海にはカキの養殖に使うパイ

プ類も多く漂着しています。これは、ホタテ貝

ですね。これにカキの幼生がついてくるんです

けど、ここに使うパイプ類が、この山です。こ

ういう感じで多いところでは、１リットル当た

り１６個という場所がありました。今日もたく

さん拾われてましたね。 

さて、この発泡スチロールの破片というのは、

一体海にどれぐらいあるんでしょうか。 

今日は、せっかく瀬戸内海に来たので、ちょ

っと、今さっきつくってみました。鹿児島の海

岸では、１リットル当たり１２１個ぐらいが、

平均ですね。日本海はというと、かつて調査さ

れてまして、２１個ぐらいです。それに対して

広島湾は９００個近くあるんですね。これは平

均ですから、同じ瀬戸内海のこの辺もおそらく

たくさんあるんじゃないかなあと思っています。 

さて、海岸に沢山あるということは、海面に

もおそらくあるだろうということで、こういう

網口が４０センチのネットを鹿児島湾で引っ張

ってみました。これがその結果なんですが、こ

れは皆さんよくご存知のレジンペレットです。

鹿児島湾でも少しだけですがとれます。それか

ら、この緑の破片、これは、初め海草かなあと

思っていたんですけど、燃やしたら、溶けるん

ですよね。皆さん使ってますか。人工芝や足ふ

きマットの毛の先端ですね。この間も、グラス

スキーの公園にこの人工芝のマットが使われて

いるのを見ました。この先端は、すり切れてど

っかになくなるんじゃなくて、折れた先っちょ

が川を下って海に流れ出て、海岸に漂着すると

いうわけです。おそらくこの海岸にも、探せば

あると思います。こういうものが海面にもやっ

ぱり浮いてます。それから、周りにありますこ

の白い粒々が、全部発泡スチロールの破片です。

割合でみると、海面に浮いているプラスチック

の３分の１以上が発泡スチロールの破片という

ことになります。 

目視調査で、船の舳先につかまって、海面に

浮いてるごみを学生に数えてもらったことがあ

ります。その結果、目視でカウントできるごみ

の密度は、１平方キロメートルあたり約５００

個切るぐらいとなりました。一方このネットを

引っ張った結果は、その２桁違いで５万６,００

０個となりました。ですから、海面には目で見

えるごみの数の１００倍以上のごみが、実は浮

いてると思って下さい。 

それから、今は、鹿児島湾という内湾の話だ

ったんですが、じゃあ、外洋に行ったらどうな

ってるんだということで、いろいろ漁師の皆さ

んに話を聞いたところ、種子島の沖には、ごみ

潮目というのがあるということがわかりました。

黒潮は沖縄の西側をずっとまっすぐ上って、こ

こが屋久島で、この細長い島が種子島ですが、

このあたりでヘアピンカーブしています。ここ

のカーブのところで、潮がぶつかるんで、潮目

ができるんですね。瀬戸内海でも、ごみ潮目が

できると思うんですが、実は外洋にもあるんで

す。この中をよく見てみると、ここにも白い発

泡スチロールの破片が、やっぱり浮いているん

です。発泡スチロールやプラスチックの破片は

海岸の近くだけではなくて、外洋にもあるんで

すね。こういうところには、もともと海草が流

れてたんです。その下には、いっぱい小さな魚
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がいて、それをねらう大きな魚がいるという水

産学の教科書に載っているような図が描けます。

その中には、こういうウミガメの子どもも泳い

でるんです。しかし今はごみだらけ。ここより

ちょっと横に行けば、青い何もないきれいな海

があるんですけども、やっぱり、こういうもの

がたまっているところ、本来はごみではなくて、

海草なんかが流れてるところなんですけども、

そういうところに生物が集まってくるんですね。

お気の毒としか言いようがありません。 

さてこれまでは海面、それから海岸とお話し

てきましたけども、今度は海底です。鹿児島湾

というところは、２００メートルを越える深い

海なんですが、そういう深い海にも、もしかし

たらごみがあるんじゃないかなと思って、海底

のエビの調査をしている先生に協力してもらっ

て、今、このようなネットを引っ張っています。

瀬戸内海に比べれば、まだまだ回収されるごみ

は少なくて、たくさん持ち帰るほどではありま

せんが、でも、やっぱり、皆さんがご想像のと

おり、こういう缶ですとか、ビニール袋がとれ

ます。また先ほどお話しましたたばこのフィル

ターも海面でもとれますし、海底からもとれま

す。それじゃあ、海底のごみはどんな割合にな

ってるんですかというのが、この図です。やっ

ぱり、海底にもプラスチックが多いです。です

けれども、陸上のごみと違って、漁業系のごみ、

例えば釣りの糸、ロープ、網などが陸より少し

目立つようになります。ですから、鹿児島湾で

は、海で仕事をされてる方のマナーも考えない

といけないなあというのがわかります。しかし、

何と言っても多いのは、やっぱり我々の日常生

活で使ってるごみですね。さて、これはこの間

質問があって、緊急に作ったんですが、「どれぐ

らいのごみが世界の海にあるんですか」って質

問もよくされるんですね。 

そんなこと言われても、私にはよくわからな

いんですけども、せっかく今まで調査をしたの

で、いくらあるのかというのをえいやっと計算

したのがこれです。まず、密度で言うと、鹿児

島湾の海底では１６メートル×１６メートルの

中にごみが１個落ちているぐらいです。海面の

方は４メートル×４メートルの中に１個ぐらい

浮いています。鹿児島湾の中にもあるんですが、

ごみ潮目の中では、５０センチ枠の中に１個ぐ

らいになります。多分、もっと多いと思うんで

すけども。さらに海岸、先ほどお話しました漂

着物が帯のようになってるところでは、３セン

チ枠の中に１個、何かしらのプラスチックのご

みがあると思って下さい。こういう感じです。 

ですから、海岸というのは、海のフィルター

なんですね。海にあるごみをどんどん、どんど

ん集めてきて、凝縮しているのがこの海岸なん

です。 

だから、海底にごみが、たくさんあれば別で

すが、あまりない、きれいな鹿児島湾みたいな

とこで一生懸命海底ごみをとっても、なかなか

効果はありません。沈むごみと海岸に打ち上が

るごみとは別ですが、効率的に海洋のごみを回

収しようと思えば、海岸でとるのが一番という

ことになります。 

それで、先ほど言いました、一体海にどれぐ

らいごみがあるんですかという話ですけども、

海洋の総面積は３億６,０００万平方キロメー

トルぐらいあるそうですから、これに先ほどの

密度で計算してみると、世界の海には２１兆個

のごみが浮いているということになります。２

１兆個です。はーっという感じですね。 

それから、日本の海岸線の総延長は３万３,０

００キロメートルあります。これは、コンクリ

ートの海岸もあれば、砂浜もあれば、岩の海岸

もあります。ですから、すべてに均等に打ち上

がってるわけじゃないんですが、先ほどの３セ

ンチ×３センチに１個という割合で計算してみ

ますと、日本の海岸には、長さ上で幅は関係あ

りませんけど、１２億個も漂着していることに

なるんです。ここでは１２億や２１兆個という

数字が問題なのではなくて、とにかく、途方も

ない数のごみが海にはあるということが重要な

んです。 
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それでは、海洋ごみの現状のまとめですが、

まず海岸では、海洋ごみのほとんどは日常生活

の品物です。どっかの企業が出したものではな

くて、我々が普段の生活で使ったものがどうし

てなのか、海に流れ出ているという現状がある

んです。 

それから、ワースト１０のアイテムは、日本

でも、世界でも一緒です。これは１５、６年間

クリーンアップ全国事務局が取りまとめてきた

結果を見る限りにおいても、その順位が劇的に

変化しているというものはちょっとありません。

後でその内容も少し触れますけども、大体同じ

です。 

それから、小さなごみが、実は、たくさん海

岸にはあるということを皆さんには知っておい

てほしいということです。小さなごみは回収で

きません。できなくはないでしょうけども、ち

ょっと難しいですね。今日も、皆さん感じたか

と思います。 

それから、プラスチックは、海に放置してお

くと、破片になっていくんですね。皆さんのお

うちのごみ箱は、入れておいても、別に破片化

しないと思うんですけども、海岸にごみをほっ

たらかしにしておくと、紫外線や波や風によっ

て粉々になってしまいます。特に、発泡スチロ

ールというのは、それの典型ですね。ですから、

海岸にごみを放置しておくのは、やっぱりよく

ない。最近、ＪＴのコマーシャルにありました

ね、１つの吸殻が１００個の破片になるという

コマーシャル。ですから海岸のごみは拾わない

といけないんです。 

それから、海面。小さなごみが海面を流れて

るんですけども、海というのは終わりがありま

せん。浮いている限りは、どこにでも行きます。

ですから、ごみは世界の海をめぐっていくんで

すね。最近では、その漂流物に、生物がくっつ

いて、どんどん遠くまで流れていって、今まで

生息していなかった場所に流れ着くという問題

もおきているんです。 

それから、海底ですが、やっぱり海底も生活

ごみが多いです。これは特に、回収できません。

海面もそうですけれども、回収が不可能という

ところにこの問題の難しいところがあります。 

それでは、これだけのごみはどこからやって

くるんでしょうかというお話を次にしたいと思

います。 

海洋のごみを大きく分けると、陸上から出た

もの、特に河川を経由して出たもの。それから、

漂着後、海岸に放置されるがゆえに破片になっ

ていくものもあります。また、プラスチック製

品の海上での不適切な利用によっても破片は生

まれますし、それから越境してくるものもある

んです。このあたりにはおそらくあまりないと

思うんですけども、九州の方に行きますと、か

なりたくさんのハングルや中国語の書いたもの

がやってきます。 

まず、陸上から来るごみですね。これらは主

に河川から海へ流れ出ると言われていますが本

当にそうなのでしょうか？ 

それじゃあ調べてみようということになり、

河口からの距離とごみの量の関係について調査

したのがこの図です。調査の対象はペットボト

ル、プラスチックのキャップ、飲料缶です。量

的には、このような開きがありますが、どれも

河口にすごく多いことがわかります。 

当たり前の話なのかもしれないですけど、や

はり河口からごみが沢山流れ出しているという

ことがわかりました。今日もあとで、川のお話

をしていただけると思いますけども、川につい

ても何とかしないといけません。 

次は、海岸のお話ですが、これは、長崎県の

五島の東シナ海側に向いた小さなビーチです。

道はありませんので普通の人は行けません。船

で釣り人が来るかなというぐらいのところです。

ここは、もともとは石の浜なんですが、この辺

にある白いのが全部発泡スチロールのフロート

ですね。こういうのがもう石と同じような顔を

して、この浜を占領しているんです。 

ちょうど五島出身の学生がいまして、うちの

実家の近くの海岸すごいから、先生見てくださ
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いということで、行ったんです。大体想像がつ

いていたんですがやっぱりびっくりしましたね。

どこまで掘っても、石が見えてきません。掘れ

ども、掘れども発泡スチロールの破片ばかりで

す。ここでも、先ほどと同じ調査をしようと思

ったんですけども、やめて帰りました。見なか

ったことにしたのです。こういうところもあり

ます。特に、日本海側はこういう状況の海岸が

多いですね。冬の北西風が強いですから。 

次は鹿児島湾のお話で、プラスチックの海面

での不適切な使用についてです。養殖の生けす

っていうのは、こういう感じのもので、オレン

ジ色のポリエチレンのカバーをつけた発泡スチ

ロール製フロートで海面に浮いてます。鹿児島

では、８メートル角の金網の生けすが主なんで

すが、これは海につかってるときは、まあいい

です。金属の網というのは、化学繊維の網と違

って、イオンとなって海に溶けていくんです。

ということは、３年ぐらいで網が使えなくなる

んです。網は鉄ですから、産廃としてリサイク

ルされるんですけども、発泡スチロールのフロ

ートは３年使っても、まだ使えないことはない

んで、海岸にとりあえず置いておくんです。多

分置いてあるんでしょう。鹿児島は、今年３回

の台風が来ましたので、これらは見事きれいに

なくなりました。その後どうなるかと言います

と、こういう感じですね。全部海に流れていっ

て、この白いのは泡ではありません。発泡スチ

ロールの粉々になったものです。こういうぐあ

いに海面を漂ってるんですね。ですから、使い

終わった後、これからまだ使うようならば、も

うちょっとちゃんと管理をしてほしいのですが、

これでは管理がちょっと不行き届きですねえ。 

それから、この漂着したフロートを、リサイ

クル、リユースということで、鹿児島ではこう

いうぐあいにボートとボートの間に入れて使う

んです。これは、たくさん使われています。そ

れでこれがどうなるかと言いますと、これも結

構問題なんですけど。台風が来ました。この白

いのが全部発泡スチロールの破片なんです。港

の中を覆い尽くすように発泡スチロールが浮い

てますね。要するに、発泡スチロールのフロー

トはどんどん削れてなくなっていくんですね。

ボートは全然大丈夫で、傷ひとつなく台風をや

り過ごすんですけども、周りには発泡スチロー

ルの破片が大量に浮いてます。これがまた潮の

干満でどんどん港外に出ていくんですね。 

発泡スチロールが生けすで使われた後に、ち

ゃんと処分されるか、ちゃんと保管されていれ

ば、こういうことは起こらないんですけども。

海岸に放置しておくと拾われて防舷材にして使

われて、このような問題になります。 

では、何でこんなことが起きるんでしょうか。 

もともとこの発泡スチロールのフロートって

いうのは、１本２,５００円ぐらいの商品なんで

す。ところで、発泡スチロールっていうのは５

０倍にポリスチレンを膨らましてますから、ほ

とんど空気なんですね。だから、これを処理施

設にそのまま運ぶという行為は空気を運んでい

るのと同じことなんです。何とか処分場まで運

んでも、処分場の方は、今、簡単には燃やせま

せんし、５０倍になった空気の塊を埋めること

もただでさえ、処分場がいっぱいなのに、こん

なもの持ってきてもらったら困るっていうこと

で、引き取り価格がどんどん上がっているんで

すね。カキ養殖でも、広島湾を中心に瀬戸内海

でたくさん使われていますし、その他瀬戸内海

ではノリの流し網でも使ってると聞いています。

それから、魚類養殖では、愛媛県の宇和島を中

心に九州の西岸でたくさん使われてます。現在

使われている５０何万個というフロートのほと

んどは、早くて３年、長くて７、８年で廃棄に

なるんですから、年間に数万個が廃棄となって

いるはずなんですが、その廃棄物を処分するき

ちんとしたルートができてないというのが一番

の問題で、ああいうふうに海岸に破片がたくさ

ん出るというのがわかってきました。 

それともう一つ、海外からやってくるごみが

あります。これは特に九州から日本海の海岸で

深刻な問題となっています。ところで、今、私、
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ライタープロジェクトというのをやってまして、

現在、２万個近い１００円ライターを集めてい

ます。これで何をするかというと、ライターの

表面にお店の名前が漢字やハングルで印刷され

てあったりするんです。今、インターネットを

使えばハングル語のイエローページを利用でき

るんですね。そこにハングルでお店の名前を打

ち込めば同じ名前のお店の電話番号と住所が出

てきますから、それを使って韓国のどこから流

れてきたのかっていうの今、調べてます。中国

は、漢字が読めますから住所と市外局番で探す

んですけども。ということでこれが対馬、五島、

鹿児島の吹上浜、種子島、奄美大島というとこ

ろでライターを集めて調べてた結果です。 

さてライターはどこから流れて来るんでしょ

うか。残念ながら、日本のライターはたくさん

あるんですけれど、なかなかお店の名前が書い

てないので、流出地の判明率が低いです。日本

には韓国とここに揚子江というのがあるんです

が、これより南の中国大陸から流れて来るもの

が多いですね。黄海や渤海周辺といった北の方

のものはあまりないんです。南の方では香港と

いう遠方のものが結構ありました。それと台湾

というのも多いです。 

こういうぐあいに外洋域の海洋ごみ問題は、

海岸にほったらかしにされている大量の漂着物

やその破片化、さらには海外からやってくると

いうように、瀬戸内海とは違う問題点がありま

す。 

こういう現状を踏まえて、このごみが我々の

日常生活にどのような影響を与えているかとい

う事例を今いろいろ探している最中です。 

まず、最初に、野生生物への影響です。これ

は、後で小島さんがお話してくれると思います。

それから、観光への影響ですね。これは、夏の

海水浴のシーズンによく耳にしますね。イメー

ジの低下になりますので。それから、地方自治

体の財政を圧迫している漂着ごみの処分費用の

問題。水にかかわる産業への影響。これは、魚

をとるという漁業だけの問題ではなくて、加工

業も含めた水産業全体にかかわる問題です。特

に、魚とごみが一緒にとれることによっていろ

いろな問題が発生しています。 

例えば、この間あったのは、鹿児島にはキビ

ナゴという人差し指ぐらいの小さな魚がいて、

鹿児島ではお刺身にするんですが、この魚にビ

ニール袋の破片がついてたというクレームがあ

りました。給食センターで冷凍されたキビナゴ

をお湯の中に入れたら、プラスチックが浮いて

きたと。 

クレームを受けた加工工場は、その原因を探

したんですが発見できず、自分のところで混入

したのではないと回答したそうです。よくよく

考えたら、網で魚を獲るときに、先ほどお話し

たように、沖にはごみ潮目もしくは潮目にはな

っていなくてもごみが浮いてます。ですから、

魚と一緒にごみをとってしまった可能性もあり

ます。市場で買った魚を加工工場では冷凍する

前に一応洗うんですが、発泡スチロールのよう

にすぐ浮くものだったら、すくってよければい

いんでしょうけど、ぺたっとくっついたらわか

りにくいフィルム状の破片は、魚にくっついた

ままになってしまいます。大きいブリやアジは

刺身にしようと思ったら、うろこを１尾ずつ落

として料理しますから、こんなことないんでし

ょうけども、キビナゴというのは、小さい魚で

すから、１尾ずつ冷凍するときに両面をチェッ

クしていくっていう作業はしません。今回は、

この反対側になってたのに、たまたまついてい

てそのまま冷凍してしまって給食センターまで

いって、クレームになったんでしょうね。 

我々の口の中までにはなかなか届かないんで

すが、その途中まで海面に浮いてるごみが、く

っついてくるという現状があります。 

次に野生生物への影響ですけれど、ここは、

小島さんが後でお話しするところなんですが、

一つだけ、お話しさせて下さい。これはうちの

息子でちょうど１歳のときのものです。彼は人

間なんですが、プラスチックは食べられないと

いうのがまだわかっていない時期だったんです
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ね。父親はそんなことを知らずに海岸に息子を

連れていって、きれいな貝を拾ってくれればと

思ってたんですが、彼は父に似て、海岸に行く

とごみばかりを拾ってそれを口に入れてしまう

んです。家の中にあるプラスチックだと、口に

含んでもそれは食べれないよと言えるんですが、

まさか海岸に落ちているものは口に含んでから

注意するなんてことはできません。 

要するに、人間以外の動物というのは、プラ

スチックというものを知らないんです。 

まだ１歳の赤ちゃんも、プラスチックという

のが食べ物であるのか、ちがうのかわからない

んですね。ですから、野生の動物が絡まったり、

食べておなかに詰らしたりというのは、あたり

前でちょうど赤ちゃんが何も知らずにいろんな

ものを口に入れてしまうのと全く一緒なんだと

いうのを活動６年目にして初めて自分の息子を

見て感じました。勉強になりました。 

それから、人への影響ですが、台風で淡路島

も大変な被害があったかと思うんですが、鹿児

島では、１９９８年の８月に大量のごみが海岸

に流れ着きました。このときは、ワイドショー

のニュースにもなったんですけども、海岸には

たくさんハングルや中国の文字が入ったプラボ

トルなどが見られました。当時は大陸から出た

ごみが日本を襲ったという感じでワイドショー

ではしきりに報道されたんですが、結局、海流

のいたずらということで７００トン近いごみを

市町村が回収しました。 

これは、天災ですね。別にこの時、大しけが

続いたとかじゃなくて、この年は南風がずーっ

と吹いてまして、いい波が立って、私も波乗り

にずーっと行ってました。今年はいい夏だと思

ってたら、最後の最後にドカンとごみがやって

来ました。今後、こういうのはいつ何時やって

くるかわからないですね。 

それから、これは、今年２月に与那国島とい

うところに行った時の写真です。日本の一番西

の端の島に行く機会なんてないと思っていまし

たが先ほどお話しましたライターを拾いにわざ

わざ行くことになりました。このとき案内して

いただいた地元の方に、ちょっと藤枝さん見て

よっていうので、連れていってもらったのがこ

の海岸なんです。ここは、一体何かと言います

と、ちょっと見にくいですけど、ここにあるの

は、沖縄のお墓で、この大きな家の形のお墓が

ここには沢山あるんです。このお墓が海に面し

ているというのは与那国島には火葬場がないた

め灰にせずにそのまま仏さんをお墓の中に入れ

るそうです。入れてから３年、４年後お墓を開

けて骨に残った肉を洗い落として、もう一度き

れいにして中へ納めるという、洗骨という儀式

があるそうなんです。が、その洗骨をするのが

この海岸なんです。死んだ後もこんなごみだら

けのところで体洗われたりするんですねえ。こ

れは漂着ごみが与那国島の文化を破壊してると

言ってもいいでしょう。 

それからこれは、先ほどふれた混入の問題で

すけども、ノリ養殖にも混入の問題があります。

これは決して皆さんにノリが危険ですから食べ

ないで下さいって言っているのではなくて、こ

ういうことが海では普通に起こってるんですよ

ということを覚えておいてほしいのです。ここ

はですね、ちょうど向かい側に島があるんです

が、そこにはブリ養殖のさかんな海域がありま

す。これはその島の南側にあります出水市の海

岸です。ここには杭がいっぱい立ってますが、

これは淡路島にもたくさんあると思うんですが、

ノリ養殖用の杭です。ノリの養殖は、海面に網

を浮かして行なうのですが、摘み取る段階で海

面に浮いてるいろんなものがノリといっしょに

とれるんです。右にあるのは、ノリと一緒に摘

み取られたプラスチックです。まず最初、摘み

取られたノリは洗浄されます。海水を混ぜると

泡が出るので、この泡は別に心配しなくてもい

いのですが、この中にこういう小さな発泡スチ

ロールの破片が浮いてるんです。よってまず最

初にタモでこのごみをすくい取ります。その次、

何回かフィルターを通して除去し、最後に光を

使った異物感知センサーで、１枚ずつチェック
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をして出荷するそうです。こういうふうに何度

も何度も手間をかけて異物をとりのぞいていく

んです。 

ノリの網が張ってある手前の海岸を見ると、

やっぱり発泡スチロールの破片がいっぱい打ち

上がってますね。 

それから、次は博多湾の話。この事例は今ま

でとは違いまして、博多湾には中国から鮮魚を

輸入してくる漁船が冬に沢山入港してきます。 

博多湾では小型底引き網が 4 月から１１月ま

で行なわれます。冬の禁漁期に中国の船が来て

水揚げをするんですけども、そのときに、長旅

お疲れさーんて、こう飲むんでしょうねえ。四

月になると緑の青島ビールばっかりが海底から

いっぱい出てくるんです。それから、こういう

アンカーまで魚場に捨てていくもんですから、

年に一度、禁漁期があけた４月に海底清掃を平

成１２年からしてるそうです。清掃に来たのに、

こんなアンカーを引っかけて、商売道具の網を

びりびりにして３日間網を入れられなかったっ

ていう人もいました。 

海底にあるこのごみが何に悪いかと言うとで

すとね。この瓶が網の中でクルマエビを圧迫す

るんです。またエンジンをふいたウエス、ぼろ

ぎれですがこれも錨地に捨てるらしいです。そ

れが網に入るとエビにその油の臭いが移ってエ

ビが商品にならなくなったというお話を聞きま

した。 

博多湾ではそういう事件が続いたため、この

ような海底清掃をしましょうということになっ

たんです。 

農業は自分の土地が決まってますから、被害

を受けたら、全損になるんですけども、漁業の

場合は、そこで魚がとれなかったり、もしそこ

でごみがたくさんとれれば、違うところに移動

してしまうので目に見えるような被害にはなら

ないようです。 

というぐあいに、ごみのお話をしてきました

が、今後、さて、この問題はどうなるでしょう

か？ちょっと顔がにやけてますが、心配です。 

私の心配事というのは、まず一つ、このプラ

スチックの破片化というのがあります。次に、

先ほど中国から沢山のごみがやってくるという

お話をしましたが、本当に我々は被害者なんで

しょうかというところも一つ皆さんに聞いてお

きたいところです。それから、調査をしてると

新しいごみっていうのが出てくるんです。また

ヒット商品はヒットごみを生むんです。それか

ら、海岸清掃に終わりはあるのか。早く終わっ

た方がいいんですけどねえ。私は本当は全然違

う研究をしてたんですけども、今はもう全くご

みのことばっかりをしてます。早く元に戻りた

いんですけど、終わりが来るのでしょうか。そ

れから、科学技術は、我々をこの海洋ごみ問題

から救ってくれるのでしょうか。 

先ほどのライターのお話では、どこから流れ

てきたかという地名だけをお示ししましたけど

も、今度は、国です。調査をやったのは、この

５つの海岸で、全部で６,０００本近く調べまし

た。この白いのが中国と台湾で、グレーが日本、

濃い色が韓国です。九州の南の奄美大島では、

半分近くが中国から流れてきたものです。これ

は、先ほどお話しました与那国や沖縄などの

島々とほぼ同じ結果です。ここでは日本が１

０％、２０％ぐらいあって、韓国のものが１０％

を切るぐらいあります。次に北に上ってちょう

ど黒潮と対馬海流の分かれ目になる種子島では、

まだ半分弱ぐらいが中国のものなんです。ここ

まで来ると日本のものがちょっと増えてきます。

さらに北に上って鹿児島の西海岸の吹上浜では

日本が半分以上を占めて、中国の割合が減って

きます。さらに北に上って五島まで来ると、日

本のものがちょっと減ってきて、韓国のものが

増えてくるんです。さらに北上して向かいに釜

山が見える対馬までくると日本のものは５％切

って、中国のものはまだあって、韓国のものが

日本のライターと逆転するんですね。こういう

感じで割合が変わっていきます。 

ここで皆さんに見てほしいのは、中国や韓国

の割合はこうやって変わるんですけども、どこ
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に行っても日本のものがあるんです。今後国際

問題としてこの海洋ごみ問題に取り組まないと

いけないんですが、我々は被害者という立場で

この問題に取り組むのではなくて、我々も、実

は加害者なんだという立場で積極的に取り組ん

で行かねばならないのです。これは太平洋の真

ん中にありますミッドウェーという島のコアホ

ウドリの巣から回収されたライターを分類した

結果です。この鳥はコがつくんですけども、大

きな鳥なんです。この親鳥が太平洋の真ん中で

海面に浮いてるさまざまな魚やイカなんかを島

で待つ子供達のためにとってくるんですけども、

間違ってプラスチックも食べてくるんです。親

は、この島にいる子どもに口からエサをもどし

て与えるんです。子どもは先程お話しましたよ

うに、親からもらえるものはすべてえさだと信

じて食べるんでしょう。食べた魚などはどんど

ん消化されていくんでしょうけど、プラスチッ

クは消化されません。親鳥は口からもどすんで、

体内には残らないんですが、子どもは口から出

さないので体にたまっていきます。巣立ちの頃

になるとおなかの中がプラスチックでいっぱい

になった鳥は栄養失調で死んでいきます。その

死骸の中から集めた３２５本を調べた結果がこ

の図なんです。なんと日本が半分以上を占めま

した。このときですね、私は一生懸命アメリカ

で使われた痕跡のあるライターを探したんです

けど、残念ながらありませんでした。ここにも

中国のものがこのように流れてくるんですけど

も、日本のものが予想以上に太平洋の真ん中に

たくさんあるっていうのがおわかりだと思いま

す。この海洋ごみ問題では我々一人一人が海洋

汚染の加害者なんです。たまたま日本は大陸の

東側にあるため、大陸から出たごみが日本にひ

っかかるんですが、日本の東側に大きな島がも

しあれば、そこは日本起源のごみの被害者にな

って、国際問題になっていたでしょう。幸いに

も日本の東側は何もなくて、この広い太平洋に

流出したごみは薄まっていっているのが現状で

す。それをこの鳥が一生懸命集めてくれるんで

すね。 

こういう視点で考えると、我々一人一人が、

日頃の生活からごみの減量に取り組まないとい

けないということになります。 

それから、新たなごみ問題についてお話しし

たいと思います。先ほどのような小さな破片を

カウントする作業をしていると、たまには何だ

これはというものが出てきます。その一つがこ

の小さな丸い粒です。大きさは、この定規でわ

かると思いますけど、米粒ぐらいの、ちょうど

レジンペレットぐらいの大きさのものです。初

めは何か植物の種子の殻かなあと思ってたんで

すけど、学生が興味半分にちょっと火をつけた

んですね。溶けたんです、パチパチって。それ

でこれはプラスチックじゃないかっていうこと

になって小島さんを通じて分析してもらいまし

た。プラスチック工業会の方で分析してもらっ

た結果、ポリエチレンでした。何に使うものか

というと、化学肥料をコーティングしているプ

ラスチックのカプセルです。これは今、農業界

のヒット商品らしくて、いろいろなところで使

われているそうです。うちのおじさんも、農協

の指導員をして、藤枝君これいいよって言うの

で実は、海岸に大量に打ち上がっているんです

よっていう話をしたらおどろいてました。現在

では、すべてカプセルを生分解性のプラスチッ

クに変えましたと工業会から回答をいただきま

したが、こういう調査を長い間続けていると、

新しいものも出てきたりするんですね。活動の

継続も重要な事項ですね。 

 それから、これもよく聞かれることなんです

が、海洋ごみは増えているんですか？またこの

先どうなるんでしょうか？増えてるか減ってる

かは、なかなか言えないんですが、品目の割合

の変化について示したのが次の図です。国際海

岸クリーンアップキャンペーンの９３年の各割

合を１００とした場合に、それぞれの割合が

年々どういうふうに変化しているかっていうの

を調べたのがこれです。 

割合が減っていってるものには、たばこのフ
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ィルター、飲料缶、花火、プルタブがあります。

プルタブというのは、１９９０年に本体から外

れないようなスティオンタイプになりました。

ここの図ではここよりもうちょっと前ですね。

じわっと減っているのがわかります。このよう

に有効な対策をとると、じわじわ効いてくるん

です。今はもうほとんどとれません。しかし逆

にペットボトルは９６年から９７年ぐらいから

どんどん伸びています。ここのとき何が起きた

かって言うと、５００ミリリットルのペットボ

トルが解禁になったのがちょうどこの年です。

ですから、消費量がどんどん増えていけば、こ

ういうふうに海洋ごみも増えていくんです。ふ

たも一緒です。ふたもどんどん増えていきます。

ですから、ヒット商品がヒットごみを生むんで

す。スティオンタイプにするという技術的対策

は、時間がかかるけども、効き目はあるが、リ

サイクルの推進というのはしないよりはましと

いう程度しか効果はないようです。 

ところで我々がやってる海岸清掃に終わりは

あるんでしょうか。この問題は、学生にもよく

するんです。私は毎月吹上浜でライターとフロ

ートを拾ってます。ライターはここの部分です

ね。青が日本、黄色がトータル。赤が中国のラ

イターです。毎月の回収量推移をずっと並べた

んですけども、学生にこの図から言えることは

何ですかっていう質問をすると、普通の学生は、

夏頃８月から１０月ぐらいに漂着量が増えます

と答えます。まあ、間違ってはいないです。吹

上浜は冬の時期にあまり漂着がないんです。ま

あ、それもいいんですけど、本当は、このグラ

フは何を言ってるかというと、９８年から７年

近く毎月拾ってますがゼロにならないんです。

中国のライターは、漂着しない月もあるんです

が、トータルのライターというのは減らないん

です。 

ということは、答えは、とっても、とっても、

終わりがないということです。じゃあ、終わり

のないことに、我々はいつまで戦っていかない

といけないのでしょうか。ここが今日の皆さん

の課題になると思います。 

今日の日経新聞にも出てましたね。ペットボ

トルというのはリサイクル率が２００１年の段

階で４０％あります。容器包装リサイクル法が

施行されたのが９７年。９６年にペットボトル

の５００ミリリットルが解禁になりました。リ

サイクル率４０％というのはすごいなあと皆さ

ん思うかもしれないんですが、よーく見て下さ

い。この青い方がリサイクルされたペットボト

ル、赤い方が生産したペットボトルです。実は

回収されなかったものの量は変わってないんで

すよ。リサイクル率だけ見ると何かよくなって

んじゃないのっていう感じに思われるんですけ

ども、実際は、この母数がどんどん増えてます

から、あんまり効果はないですね。今日の新聞

には今後８０％を目指すと書いてありましたけ

どね。ですから政策だけではだめなんです。 

これまで、クリーンアップキャンペーンでは

調べるという活動を１０数年やってきました。

ですから、海岸にごみがあるというのは、もう

よくわかってます。何があるっていうのもわか

ってます。どこに行ったら、どんなものがある

かというのも大体わかってきました。 

けれども、調べても調べても、それだけで海

がきれいになるのかというと、きれいにはなら

ないんですね。 

じゃあ、我々は今後どうしていかなければい

けないのかって言うと、このごみを出さない方

策を提言して実行に移していかないといけない

のです。我々はこれまでいろいろなことをやっ

てきました。クリーンアップ全国事務局が中心

となって行ってきた活動をまとめたのがこれで

す。 

まず最初、レジンペレットの流出防止につい

てプラスチック工業会と共に取り組みました。

それから、先ほどお話しました被覆肥料の流出

防止ですねえ。これは、この提言があってから

業界の方では生分解性のプラスチックに変えて

いきますということになりました。 

それから、身元不明のごみも調べてきました。
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これ知ってますか。 

これはノリの養殖の杭にはめて使うリングな

んです。我々、こんなもの全然知りませんでし

た。この杭にフジツボやカキが付いて困るらし

いんです。そこでこのポリエチレンでできたリ

ングをはめて浮かしておくと波と潮の干満でこ

れが上下して杭に当たって、フジツボなどを落

としてくれるんだそうです。横に食べ物のノリ

があるので薬を塗れませんからね。これも判明

するまでに１年以上かかりました。これはイカ

釣りに使うツノと呼ばれるものです。最近は、

こういう形じゃなくて、中が光るタイプが日本

では主流のようです。日本海でたくさん使われ

ています。こういうなぞの漂着物を解明してい

くということもやりました。 

それから、離島のごみの問題です。淡路島も

離島ですけど、こういう離島にせまるごみ問題

についても２００２年から取り組んできていま

す。 

それから、海外からやってくるごみについて

は、韓国も、数年前から一生懸命始めたところ

です。こういう話は後で小島さんから聞けばい

いと思いますが。 

それから、発泡スチロール、先ほどまで目の

敵のように言ってきましたがこの取り組みも始

まりました。この取り組みのスタートは我々が

こういう現状ですという報告書を作って、最初

メーカーに呼びかけ、続いてクリーンアップ全

国事務局とクリーンアップかごしま事務局が協

力して水産庁、環境省、その他海岸清掃にかか

わる団体、発泡スチロールフロートメーカー、

発泡スチロールのリサイクル協会に一堂に集ま

っていただきましてこういう現状がありますの

で、皆さん何とかして下さいというお願いをし

ました。その後２回ほど検討会を重ね、メーカ

ー、工業会、リサイクル協会の方々にも関心を

持っていただいて、さらには水産庁もこの問題

は何とかしないといけない問題だということで、

昨年度から発泡スチロールフロートについての

リサイクルシステムの開発という事業が始まり

ました。 

この事業が始まったのは私の調査からではな

くて、私が鹿児島で始めたクリーンアップで、

とれないほどこの発泡スチロールが海岸にある

ことに気づいたことがスタートなんです。これ

さえなくなれば、鹿児島の海岸のごみは３分の

１がなくなると考えたからです。あの小さなご

みまで含めると９割がなくなります。こんなめ

でたい話はないんで、とにかくこの発泡スチロ

ールを何とかやっつけようということが始まり

ました。でもここで発泡スチロールの身方をし

たいと思います。発泡スチロールというのは、

実はプラスチックの中で一番リサイクル率の高

いプラスチックなんです。先ほど、話しました

ペットボトルはうなぎのぼりに生産量が増えて

ますが、発泡スチロールの生産量はほぼ横ばい

です。この横ばいの発泡スチロールは２００５

年にはサーマルリサイクルを含めて７０％のリ

サイクル率を目標にしているんです。プラスチ

ックの中で一番優等生な素材です。ただし、こ

れはトレーや家電製品の梱包資材などの分野で、

すごくリサイクルが進んでるんですが、先ほど

からずーっと言ってきましたフロートについて

は、まだシステムがなかったんですね。ですか

ら、業界としても、ここでガンバレばさらにリ

サイクル率を上げることができるということで

一生懸命取り組んでいただいております。 

そのシステムの中で問題となったのは、先ほ

ど言いました処分地の狭隘化、処分費用の高騰

それから使用者の不適切な管理ということで、

今やってるのは、この右上にありますリサイク

ルシステム、要するに、費用が高いから、処分

したくても、処分できないというのを何とか安

い費用でどんどん処分できるようにしていきま

しょう、リサイクルしていきましょうというの

を検討しています。 

一方では、メーカーでは、硬質ポリエチレン

でカバーされた発泡スチロールフロートが開発

されました。ちょっと高価ですが破片化しない

フロートを養殖関係の方がいらっしゃれば、ぜ
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ひとも使って下さいと、私、宣伝もしています。 

それからもう一つは、国際的な取り組みの中

で韓国との検討も始まりました。とにかく日本

海や九州の西岸にやってくる発泡スチロールは、

国内で使ったものだけではなくて韓国からやっ

て来るものも沢山あるんですね。 

さて、今やってる発泡スチロールフロートの

リサイクルの事例を紹介しますと、不用になっ

たフロートを港に集めて、こういう機械で粉々

に砕いて、圧縮してボイラーを使わずに摩擦熱

で２０分の１に減容します。これを大分市にあ

るＲＰＦを作る工場、これは産廃のプラスチッ

クと、もうリサイクルできない古紙とを合わせ

た石炭の代替燃料なんですが、そこに送ります。

ここで作ったＲＰＦは製紙会社のボイラーで燃

料として燃やす。という流れを九州では考えて

います。 

フロートのリサイクルの一番のネックは輸送

なんです。集めることは何とかなるんです。ま

た処理も科学技術で何とかなるんです。しかし

輸送、いわゆるもっともお金のかかるところ一

番難しいんです。とにかくこの輸送費を小さく

しようっていうので、こういう減容機というの

を今開発していて、この回収処理方法をシステ

ムとして皆さんに使ってもらえるかというのを

今検討しています。 

最後になりましたけども、レポートの最後の

ところに載せてありますが、今回、私が皆さん

に提言したいことがこの地球環境問題への挑戦

というところで、この海洋ごみ問題は、誰かが

解決してくれる、行政が処分してくれるという

問題ではありません。海は、海でつながってる

んです。自分のところだけ一生懸命きれいにし

ていても、翌日には隣からまたやってくるんで

す。 

ですから、これからは各人が点でいろいろ活

動されるんじゃなくて、面で、みんなもっと連

携してやらないと同じことを繰り返すだけです。 

それから、ごみは一時期にぱっと出て、それ

が流れていくんではなくて、常に発生し続けて

いるということです。 

ということは、回収活動もずっと続けないと

いけないのです。継続、これが意外と難しいん

ですね。それから、先ほど言いましたように、

黙って回収しているだけじゃだめなんです。周

囲を巻き込んで、何とか声を大きくして一つの

力にしていかねばならないと考えてます。私は

この力が新しい産業を作っていけばいいなと思

ってるんです。 

それと、活動の継続は無力感、絶望感との戦

いです。私も６年やってきました。諸先輩方か

らはやめとけと結構言われたんですけども、ま

あ何とか６年続きました。その間、やっぱり、

無力感、絶望感がありましたね。ですけど、こ

れを何とか乗り切るためには、ただ拾うだけじ

ゃなくて、今、皆さんにお話したように、ちょ

っとでもよくなれば、こうやってやればいいん

じゃないかっていうのをいろいろ考えて実行し

たり、みんなで討論し合う中で無力感や絶望感

を乗り越えて今までやってこれたと思います。 

最後に、きざな台詞ですけども、いつも講演

で言ってるんですが、人の流れには中央と地方

というものがあります。鹿児島が地方とは言い

たくないんですけども、人の流れは、どうして

も集まるとこと疎のとこがあるんです。でも海

には、疎と密な場所はないんです。水はまんべ

くなくあるんです。川は上から下に流れますが、

流れ着いた海には終わりがないんです、ぐるぐ

る回ってるだけなんです。 

海は世界の海とつながってますし、瀬戸内海

もその海の一つです。瀬戸内海を美しくすると

いうことは、世界の海を美しくすることでもあ

り、また世界の海を美しくしたいならば、皆さ

んの目の前の海をまず美しくする。わざわざ遠

くに行って清掃するのではなくて、身近なとこ

ろ、もっと言えば自分たちの生活、自分の心の

中をまずきれいにするのが、遠いようですけど、

一番近道の解決方法じゃないかなと考えていま

す。最後はきざなお話になりましたけど、これ

で終わります。 
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皆様お疲れ様です。ずっと真剣な内容のお話

だったので、肩が凝っていらっしゃった方もい

らっしゃるんじゃないかと思うんですけど、ち

ょっと肩を回して、リラックスして下さい。ま

だ、このあと５時までございますので。 

 私にいただいてる時間は１５分です。かなり

の部分は、今の藤枝先生のお話でほとんど網羅

して紹介していただきましたので、何度か話に

出てまいりました国際海岸クリーンアップキャ

ンペーン、世界で一斉にごみを調べながら、海

だけではなくて、海につながる水辺をきれいに

しようという国際規模の美化とごみ問題解決の

活動について紹介させていただきます。 

 今、画面に５秒ごとにいろいろな写真が流れ

ています。これは、いろいろなところにごみが

落ちているという写真。それから、先ほど藤枝

先生のお話にもございました、我々人間が出し

たごみが動物たちの体に絡まってしまったり、

間違えて飲み込んでしまう、こういう被害があ

るんだよということ。それから、それに対して

いろいろなところでいろいろな方の努力や活動

が行われています。清掃活動だけではなくて、

今映っているところは子どもたちも一緒になっ

て活動している湘南海岸、こちらは岡山の笠岡

ですね。拾った後のごみを分類それから調査を

しているという様子。それから、水の上にもこ

んなふうにごみがたまっているとか、簡単には

おりていかれないようながけの下にもごみがあ

る。こういった状況を写真で映しております。

１枚、１枚を解説することは特にいたしません

けれども、わたしたちを取り囲む海のごみ問題

の一端としてご覧いただければと思います。 

 では、もう一度頭から、「国際海岸クリーンア

ップについて」お話をしますが、それに先立っ

て水辺、海辺のごみの問題点ということを簡単

におさらいしたいと思います。 

 まず、だれが見てもわかる汚いっていうこと

ですね。汚い、それはもう見ただけで景観を損

なう、不快である、場合によっては悪臭が漂う。

それから観光地であれば、汚いビーチには人が

行かなくなりますので、経済的なダメージまで

もたらすという本当にあるだけで汚いというこ

と。 

それから、その汚くしている漂着したごみの

大半が石油から作られたプラスチックであると

いうことが大変問題です。自然に戻らないとい

うことは、だれかが回収して、そこから取り除

いて適正な処理をしなければ、どんどんたまり

続けていきます。海岸奥などの吹きだまりにな

ってしまうところには、過去に捨てられたごみ

が１メートル、２メートルもの高さにうずたか

く積っていて、海岸植生の光合成を阻害してい

るような地域もあるそうです。 

それからさらに、プラスチックは紫外線や風

雨の影響を受けて非常に劣化しやすい素材です。

出たときに１個だったごみが時間の経過ととも

に数十、数百あるいは数千といった破片になっ

ていく。破片になると、簡単に拡散します。細

かくなるだけではなくて、散らばってしまいま

す。そうすると、目立たなくなりますので、問

題意識が低くなるというか、問題視されなくな

ります。そして、細かくなって散らばれば散ら

ばるほど回収するのも大変。そして、プラスチ

ックのごみは、野生生物への絡まりを招きやす

いという側面もあります。一たん絡んだものが

海藻の塊のような自然のものであれば、動物が

動き回るうちに腐ったりしてとれますけれども、

例えば、ロープや魚網なども昔は天然繊維でし

た。でも、今は、ほとんどが化学繊維ですから、

破けた網は破けたままいつまでもアザラシやオ

ットセイや生き物たちの体に絡んでしまって自

分で外すこともできない。 

紹介 講演録 

 

国際海岸クリーンアップについて 

 

小島あずさ氏 

（ＪＥＡＮ／クリーンアップ全国事務局代表）
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それから、仮に回収したとしても、処理困難

という面も持っています。そしてさらに、プラ

スチックには製品にする段階でさまざまな添加

剤が加えられることがあります。それと、石油

から作られているということで海面に漂ってい

る化学物質を親和性が高いために吸着してしま

うということもあるそうです。 

ですから、ごみとして出た固形の問題だけで

はなくて、そこに含まれている有害な化学物質

がもう一度流れ出てしまったり、あるいは吸着

したものを動物が飲み込んでしまうことなどに

よる二次的、三次的被害ということも非常に心

配されてます。 

それから、何とか少し改善しよう、再利用しよ

うということを考えたときに、大きな壁になっ

ているのは水辺、特に海辺のごみは質が悪いと

いうことです。まずぬれています。そして、塩

分を含んでいます。フジツボとか、そういった

付着生物がついているということで、ごみとし

て持ち込んでも、通常の処理施設ではとても嫌

がられるんですね。特に清掃活動などで一度に

大量のぬれた海のごみが運び込まれますと、「う

ーん、海は、きれいになってよかったけど、こ

っちは大変なんだよなあ」という本音の声を処

理施設の方から伺うことがたびたびです。 

それから、写真にもいくつか出ています野生

動植物への被害ですね。絡まってしまう。それ

から食べ物と間違えて飲み込んでしまう。そし

て、光合成を阻害するなどの被害。それから、

海の底にプラスチックシートなどが沈んでおり

ますと、ぴったりと海底の砂のところにくっつ

いたりして、そうすると、その下が空気と遮断

されてしまうためにごみの下になった海底がヘ

ドロ化してしまう、ということもございます。 

それから、こういった問題点を一つ一つ解決

しようとしていくときに、大変な問題になるこ

となんですけど、経済的被害というのがあるん

ですね。漁業資源への悪影響については、先ほ

ど藤枝先生が詳しく紹介をして下さいました。 

それから、日ごろの美観を保っていくための清

掃、集めたごみの処理、こういったものにも地

域ごとに違いますが、大変莫大なお金がかかっ

ています。多くの場合、海浜等の清掃は、地域

の住民やボランティアが行う場合が多いですか

ら、回収作業自体のその労力というか、労働力

は無償で提供されていることが多いんですけれ

ど、集めたごみを適正処理のために運搬して、

そして負荷の少ない方法できちんと処分すると

いうところにはとてもお金がかかります。 

それから、回収と処理自体の費用は、今、日

本の法律の枠組みでは市町村が負担をすること

になっていまして、観光客などにたくさん利用

されるような場所でしたら、またそのための経

費というのも別途確保できるところもあると思

いますが、過疎化しているところとか、それか

ら運搬費などの負担が特に大きくなる島嶼地域

においては、ごみの費用は大変大きな負担にな

っています。それと、何といっても、ごみの量

が多すぎるんですね。拾っても、拾ってもきり

がないだけではなくて、集めたものを最終的に

ちゃんと処理するためには、どこかに運ばなく

てはいけない。多ければ、その運ぶということ

も負担になります。 

そして、水の中に漂っているごみ、流れていっ

てしまったごみ、外国から来たり、日本からよ

その国に流れていくごみ、こういったごみにつ

いては、何とかしたくても、回収すること自体

が大変困難です。 

そして、外交問題にも払拭しかねない国を越

えた課題であるということが、実は大きなポイ

ントです。海のごみには、国境がないんですね。

地図の上には、人間が決めた国境というのがあ

りますけれども、ごみは、そんなことは関係な

く流れて、行ったり、来たりします。日本のご

みは、黒潮などの流れによってハワイですとか、

最終的にはアメリカの西海岸それからアラスカ

のあたりにもたくさん漂着しています。逆に、

中国、台湾、韓国、ロシアそれからインドネシ

アとか、フィリピンとか、こういった国々から

のごみが日本の海岸に漂着する場合があります。
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一つの国だけでは解決し得ないそのごみが国を

越えて流れていくという課題には、みんなで連

携して向き合わなければいけません。 

こういった水辺、海辺のごみの現状を前に、

１９８６年にアメリカの環境ＮＧＯが世界中で

一致してこの問題に取り組もうということに思

い至りました。最初は、別にいきなり国際的な

話ではなくって、アメリカの海岸をきれいにし

ようということで、アメリカの国内に呼びかけ

て、ごみ拾いをしたそうです。そのときに、拾

うだけでは、その日はきれいになるけれども、

根本的なところからごみの原因をしっかり把握

して、出ないように対策を立てなければ、結局、

根本的な解決にはならないということがあった

ので、どんなものがどれくらいあるのか、それ

を調べてみました。そうしたら、外国からのご

みがとてもたくさんあったということがはっき

りわかって、それに対して、これはアメリカだ

けでやったんではだめだ、拾うのも、調べるの

も、海に面したすべての国で一致して取り組ま

なければいけないということに気がついて、数

年後にこのキャンペーンは国際的な呼びかけに

発展します。 

たまたま私たちがその呼びかけを聞いて、一

参加者として日本でやるつもりで手を挙げまし

た。こういうちょっと変わった調べる国際的な

クリーンアップが日本で初めて行われますとい

うことが新聞に小さく載りました。たまたま全

国紙だったことから、それをたくさんの方が目

にとめて下さいまして、今日、この後、事例の

報告もあると思いますけれど、神戸の須磨海岸

でずっと活動されてますクリーンアップ関西事

務局の方々も第１回目の１９９０年からの参加

者です。個人的に参加して、仲間ととったデー

タをアメリカに送るといったつもりで始めたこ

とが、初回から８０カ所の参加をいただきまし

た。きちんとデータをとって、やっていくため

には、１回限りで終わったんでは余り意味があ

りません。ふーん、こうだったのかっていうの

がわかっただけでは解決にはならないんですね。 

そこで、きちんと責任を持ってこのことを続

けていこうということで最初に活動した年から

３カ月後にクリーンアップ全国事務局というも

のを設立いたしまして、全くその当時は手弁当

の組織だったんですけれども、こういった海の

ごみ問題をよりわかりやすくたくさんの方にお

伝えし、それと同時に、根本的なところからご

みが出ないようにする活動としてやっていきた

いと思っています。一生ごみ拾いをするのは余

りにも寂しいですから、今までごみ拾いに充て

ていた時間を早くほかのことに充てられるよう

に、そのためにはたくさんの方からより有効な

データをいただいて、一つ一つ対策をして、も

う拾わなくていいような状況を作りたいという

気持ちを込めて今までやってきました。 

日本では、毎回２５０から３００カ所で、北

海道から沖縄までいろいろな方々がクリーンア

ップに参加して下さってます。海のスポーツを

愛好されているダイバーやサーファーやヨット

マンの方それから町内会や青年会議所とか、ラ

イオンズクラブのような地域団体の皆さん、そ

れと最近とても増えているのが各地域の小・中

学校や高校などの若い方々、それからもちろん

いろいろな地域でそれぞれに海岸や河川敷の美

化それから地域の自然保全活動に取り組まれて

いるいろいろな方。 

この活動をしていてすごくおもしろいなあと

思ってることが一つあるんですが、私たちのク

リーンアップキャンペーンに賛同して参加して

下さる人は、本来の活動はとても多様なんです

ね。ごみ拾いということで、そこだけ一致して

いる。普段は、鳥や生き物が生息する干潟を守

る方だったりとか、地域の奉仕活動に汗を流し

ている方とか、いろんな方がいるんですけれど、

水辺にごみがあるのは困ったことだ、それをも

とからなくそうという点で、そこだけで一致す

る人が１年に１回、同じ時期に、同じやり方で

データをとるという大変根気のいる作業に協力

をして下さってます。 

調査、調査と申し上げているんですけれども、
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これは、確かに非常に手間がかかります。そし

て、破片のような細かいものまで個数でカウン

トをお願いしているんですけれども、海岸に落

ちているすべてのものを拾って、すべての数を

計量したり、カウントするということはできま

せんから、どうしても任意の面積の調査になっ

てしまうんですね。 

そうはいっても、調査をするということの大

きな長所が、２つあります。それは、これが多

かった、あれも多いという漠然としたものでは

なくて、実態の数字に落とし込むことによって、

その数字が非常に大きな説得力を持ちます。例

えば、たばこの吸い殻がずっと第１位のワース

トごみなんですが、吸い殻が多いよということ

だけをたばこメーカーに申し上げても、じゃあ、

ペットボトルはどうなの、食品トレーだってた

くさんあるでしょう、破片になったごみはどう

なのと言われてしまいます。多いよということ

を申し上げるだけでは、ただの苦情、陳情なん

ですね。そこで、一定の条件のもとに調べてみ

たら、これだけあったとか、ほかの地域と比較

すると、ここの特徴のごみはこうだっていうよ

うなことを数字をもって示すことで、きちんと

耳を傾けていただくことができますし、その数

字を根拠にいろいろなことを考察したり、考え

ていくことができます。 

それから、もう一つ、最もこのクリーンアッ

プキャンペーンの大きな長所と言われているの

は、一人一人の皆さんがこの面倒なごみを数え

るという作業に参加して下さることを通じて、

拾って、きれいにして、ああ、よかったという

そこの通過点だけで物事が解決したというよう

に錯覚するんではなくて、面倒な作業だけに、

いや応なしに考えます。「えー、このごみはカー

ドのどこに入るんだろう？」とか、「何でこんな

ものが海岸にあるんだろう」ということを考え

ながら活動することになります。それによって、

自分の生活と海に流れてきたごみとの関係を気

づいたり、それから元から絶つためにはどうし

たらいいかとか、子どもたちにももっともっと

伝えていこうとか、拾って終わりではなくて、

その背景や、それから解決方法まで思いを至す

ことができる。そういう啓発効果がとても重要

だというふうに言われています。 

そうはいいましても、まだまだ課題が多いで

す。 

最後のところに５つほど簡単にまとめました。

一番の問題だと思っているのは、優劣つけがた

いんですけれども、今、日本では海辺のごみ問

題、これは川から流れてきますので、川も含む

水辺のごみ問題ととらえていただいた方がいい

んですが、明確な規定がありません。地域の住

民やボランティアが拾ったものを市町村がそこ

の税金で回収するということになっているんで

すけれど、現実は、それはもう破綻しかかって

います。 

島の場合を例にとれば、よくご理解いただけ

ると思います。よそから勝手に流れてくる、そ

ういうものを島の人が拾って、なおかつ島のお

金で処分しなければいけない。これは、いくら

やっても、もう拾うのがいやになってしまうん

じゃないかというようなことがあります。そし

て、日本全体を１つの島と考えれば、これは淡

路島とか、そういった個々の島だけの問題では

ありませんし、地球を宇宙に浮かぶ１つの島と

いうふうにとらえれば、今意識している人は少

ないかもしれませんけれども、まさに地球環境

全体で私たち地球人がみんな抱えてる同じ問題

です。 

それから、いろいろな問題点を最初に上げま

したけれども、個々の問題を解決するのに、最

終的に、すべて費用負担を伴う、そういう経済

的な負担を負わなければいけないという痛みの

問題もあります。日本経済は低迷して大変だと

いうふうに言われて長いですけれども、今まで

ごみのことにきちんと向き合おうとしてこなか

った国ですね。なぜそうかというと、本気でや

ろうと思ったら、莫大なお金がかかるというこ

とがわかっているからです。で、その場、その

場で何とか市町村の枠組みの中でやっていただ
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いたりということだったんですが、本気で解決

しようと思ったら、回収それから適正処理、実

態をもっときちんと科学的に把握する、何一つ

とっても、すべてお金がかかります。こういっ

た現状の一方で、日本ではずっと前から、４０

年も、５０年も前から地域ごとの清掃活動とい

うのが非常に活発です。そういった既存のさま

ざまな活動との連携、協力をより広げていくと

いうことがとても重要だと思います。清掃が行

われるのは地域ごとの事情に合わせて皆さんさ

れていますけれども、それは一つ一つの地域の

清掃活動で終わってしまっているんですね。そ

れが清掃活動ではなくて、地球全体のごみ問題

を何とかしようという視点にとらえ直したとき

に、連携しないのは余りにももったいないなあ

といつも感じています。何とか同じきれいにし

ようというクリーンアップをやってる方々とも

っとつながって、もっと情報を共有してより早

い解決に導いていけないものかということを課

題として痛感しています。 

それから、我々の活動の特徴は、データをと

って国際的に一斉に実施するというところなん

ですけれども、そこの調査という部分について

非常に有効だというふうに感じて、このやり方

をまねて下さる活動がいろいろあるんですね。

その調べるということのメリットをわかってい

ただいているということでは、とてもありがた

いんですけれども、一つ困ったことが出てきま

した。 

それは、自分たちの地域だけで、まねたもの

でおやりになる。今日、清掃に参加された方は

わかると思いますけれども、データカードが非

常に複雑で細かいんですね。こういうのがある

よって、でも、これ、ちょっと細か過ぎるから

もうちょっと簡単にしようとか、そういった形

でいろいろなところで応用なさっています。そ

れをいけないというわけではありませんが、せ

っかく同じような手法をしていてもデータカー

ドが違うと、データの互換ができません。それ

から、同じようにやってらっしゃるということ

は、私たちに連絡があれば、ここに届いた最新

の情報とか、新しく我々が調べた結果などを皆

さんにちゃんと、最も早くお返しすることがで

きるんですけれども、地域だけで終了されてい

ると、情報の共有とか、そういうことができな

くなってしまうんですね。それがすごく残念で、

同じようなお気持ちでやってる方となるべく共

通の方法でやっていきたいと考えています。 

最後に繰り返しになりますけれども、この問

題を本当に何とかするためには、地域ごとだけ

ではなくて、国を挙げての努力、それに加えて、

国際間の、国同士の連携、協力というのが大変

重要だと考えています。 

海のごみ問題にかかわる国の省庁というのは

たくさんありますが、その中で環境省は、来年

度の概算予算の要求の中に、この海ごみ問題に

ついて国連の環境計画の枠組みの中で関連する

中国、韓国、ロシア、日本の４カ国で専門家が

共通の手法でごみをモニタリングしようという

ようなことについての予算要求をしたそうです。

その結果がまだ、どうなったかというのはわか

りませんけれども、やはり、海ごみ問題は、た

だの美化問題ではなくて、きちんと国の問題と

して対処するべきだということが省庁の中でも

認識され始めているということで、このことを

私は朗報として聞きました。 

今日、淡路の南淡町で皆さんとこの問題につ

いてこれからディスカッションをしていきます

が、いろいろなやり方、考え方があります。で

すから、何かがいいとか、これはだめというこ

とではないんですね。でも、みんな向いている

方向は同じですので、情報を共有したり、意見

を交わすことで今までやってきた活動がより深

まったり、広がったりすると思います。それか

ら私もこのことを１５年やってると、正直言っ

て、もうやだなあ、これ以上やってもむだかも

しれないといった無力感にさいなまれることを

何度も経験してきました。でも、頑張っている

事例を聞くと、よし、もうちょっとというふう

に元気をもらえることもたくさんあるんですね。 
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ですから、数字とか、科学的なことばっかり

にこだわるのではなくって、いろいろな知恵だ

とか、アイデアなどをこの場で、私もたくさん

いただいて帰りたいと思いますし、淡路だけで

はなくて、いろいろなとこから今回はおみえに

なってますので、それぞれご参加の皆さんもご

自分の地元に帰られて、今日の結果が生かせる

といいなと思います。 
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ご紹介いただきました松田でございますけれ

ども、今、四角いテーブルに座っているパネリ

スト、コメンテーター、それからその周りのみ

なさまと一緒にディスカッション進めていきた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

先程、司会の方から本日のテーマ「地域にお

ける実践事例報告から今後の取り組みとその視

点・方向を考える」をご紹介いただきました。

少し趣旨について説明させていただきたいと思

います。本日のパネルディスカッションは、基

調報告、小島あずささんから歴史的経緯を含め

た活動報告とセットになっておりまして、既に

実に様々な実情・問題が提示されましたですけ

ども、それに沿って、今日お集まりの方はそれ

ぞれの地域で、様々な活動の中心になったり、

色々なご経験や知見をお持ちの方でございます

ので、相互作用と言いますか、討論を通じて内

容を深めていただきたいと思います。先程、藤

枝先生から出てきた表現でいいますと、「点から

面へ」どうやって活動を広げるか、それから継

続した活動をどのように続けるか、「広げる」、

「続ける」、それからさらに、それを深めて、実

際の「問題解決につなげる」にはどうしたらい

いのか？これからみなさんがそれぞれの地域で、

問題解決型のアプローチ、行動するにはどうし

たらいいかということを、是非、今日のこの議

論を通じて、なるべく理解していただいたり、

あるいはヒントや指針を持って、また地元に帰

って活動を続けていただきたいと思いますので、

是非そのことにつながるような討論になればと

思っております。ですから、是非フロアーの皆

様からもですね、現場の状況とか問題とか色々

意見を活発に出していただきたいと思います。 

それから、とくに小島あずささんからもあり

ましたように、これはこの地域の問題ですけれ

ども、日本全体さらに国際的な問題につながっ

ておりますので、そのあたりのことにもふれな

がら議論をすすめていただけるとありがたいと

思います。 

それではプログラムに従いまして、まず５人

のパネリストの方から、約１０分ずつそれぞれ

の状況について報告いただきまして、ご質問は

そのあとまとめてお受けしたいと思います。 

 

パネルディスカッション 趣旨説明 

 

地域における実践事例報告から 

今後の取り組みとその視点・方向を考える 

 

コーディネーター 

松田  治氏 

（広島大学名誉教授、瀬戸内海研究会議会長）
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みなさんこんにちは。クリーンアップ関西事

務局から参りました原と申します。今日はどう

ぞよろしくお願いいたします。このような場で

プレゼンをさせていただけるということで、非

常に光栄に思っておりますので、今日はよろし

くお願いいたします。 

まず、この前に我々スタッフのメンバーが写

真に写っております。クリーンアップ関西事務

局ということなんですが、事務所の方に書類送

っときますから、と言って荷物ががばっときて

も、実は事務局とは名ばかりで、我々の自宅を

ネットワークにしてやってますので、何も賃貸

の事務所があるとか、電話を引いてるとかでは

なくて、事務局というまとまりになっていると

いうだけでございます。設立は、１９９１年で、

９０年の国際クリーンアップキャンペーンに参

加し、その後９１年１１月に設立しました。代

表の小林というものが、５名程度で始めた活動

でございます。 

私はその翌々年に、小林さんと兵庫県の心豊

かな人づくり委員会でばったり同じ班にめぐり

合わせ、この活動を知ってから１０数年この活

動に専念しているという経緯でございます。 

先程申しましたとおり、専従スタッフはいま

せん。ビジネスマンであるとか、公務員。主婦

とかです。また、中央に写ってますけども、会

社のＯＢの方です。８０歳近い方もいらっしゃ

いますが、商品の仕分けとかですね、そういう

ことをやっていただいております。それから中

央に青いちょっと濃い目の帽子をかぶっていら

っしゃるのが海上保安庁の神戸第５管区の保安

部の方々です。我々の活動に、協力をいただい

ております。関西事務局の活動エリアとしては、

この関西地域を中心として、遠いところは、日

本海の浜坂というところまでも足を伸ばして、

このクリーンアップを普及する活動を常に展開

しております。 

 須磨海岸が主にやっている活動ですが、春と

秋の２回、春の４月は第３週の日曜日、９月も

同じく第３週の日曜日に行っております。９０

年からずっとやってますので、１５年目です。

２９回目をこの間の９月に終えたところでして、

次回は３０回記念ということになるかと思いま

す。 

 考えてみたら、長いことやってきましたが、

これだけやってくると、とめられなくなってし

まったというところが、実際でございます。 

 須磨海岸の説明をしますと、淡路のちょうど

突き当たったとこあたりに須磨海岸というとこ

ろがございます。我々は、その須磨海岸を活動

拠点としています。そこでは、一般参加もＯＫ

と、また何人来ていただいても結構ですという

ふうな形で案内をやっております。 

 須磨海岸といいますと、海水浴場で非常に有

名なところでして、この近畿圏内で毎年１００

万人を越える方々が海水浴に訪れるというふう

なところでございます。特徴としましては、大

阪湾に接している一部分ということが言えます。 

クリーンアップのやってるところは、どんな

範囲かと言いますと、参加する方が、車とかに

乗ってこなくても簡単に来れる場所というとこ

ろから、駅の前を出たすぐのところでやってい

ます。東西に４００メートル、奥行きは海岸い

っぱいの幅なんですけども、約８０メートルと

いうところを１区画と考えてやっています。 

それで、この９月には、参加者９５０人を記

録し、各企業さんの方々、地域の自治会の方々

やボランティア団体の方々がたくさんお越しい

ただきました。最初に保険加入の意味で、名前

を書いていただくカードをお配りして、そのカ

ードにちゃんと名前を書いていただいた方が９

５０名ということなので、実際は、我々の目算

 活動報告 講演録 

 

須磨海岸における取り組み 

 

原  賢治氏 

（クリ－ンアップ関西事務局） 
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では、１,１００人ぐらいの人が来ていたという

ふうに思っております。 

そのエントリーカードに名前を書いていただ

いて、そのカードとひきかえに、クリーンアッ

プが終わった後に飲み物を飲んでいただきます

が、その飲み物が足りるかどうかというのを一

生懸命考えて飲み物を用意するんですけど、飲

み物はほぼ１,１００本、出てしまったんですが、

実際にちゃんとカードを書いていただいてるの

は９５０と、こういうことです。 

これは、須磨海岸の写真、全景です。ちょう

ど左手に映っているのが、須磨の駅です。先ほ

どの４００メートルというのは、ここを中心に、

ちょうどこの突堤が出てますね、ここからこの

手前いっぱいまでです。これはノリの養殖の網

を干しているとこです。過去に、このノリの養

殖の干してる網を持っていって、網が１つ落ち

とったと言われたこともありまして、決して漁

業関係のそういう漁具には触れないで下さいと

いう話をしました。それとか、網と網をくくる

ロープなんかもですね、たくさん干してあるん

ですが、ごみと間違って拾ってくる方もいらっ

しゃいまして、トラブルになったこともありま

す。 

そういうこともあって、地域の漁業組合の方

には、その開始の前の日曜日に組合長さんにご

あいさつに行っています。クリーンアップの途

中に漁業関係の車が海岸の中を走り回ってるん

です。そんな時でも、ちゃんと組合長さんにも

ごあいさつをしておれば、トラブルがあっても、

組合長さんにお話をしてあると言えば、理解を

していただけます。 

これは、クリーンアップの参加者数の推移で

すけども、回を重ねるごとにだんだん右肩上が

りに増えていっております。各企業に参加案内

を送るんですけど、送付先としましては、この

近畿地区の主要企業も含めて、飲料メーカーで

あるとか、製造業であるとか、プラスチック協

会とか、製鉄さんも、含めて約２００社ぐらい

に、こんなことをやってますので、ご協力下さ

いということで送ります。また、メンバーで来

てますけど、澤井君と言いまして、一番若手な

んですが、近隣のお店の店頭にポスターを張ら

してほしいとお願いにまわっています。例えば、

近くのダイエーさん、トーホーさんなどのスー

パーに協力を呼びかけて、店頭にポスターを張

っていただく等の広報をやっております。それ

で、だんだん増えて、約１,０００人ぐらいの

方々が参加をしているということになっている

のだと思います。 

それから、開始の案内は、各企業への広報以

外に、須磨海岸の管轄であります須磨区の区役

所のまちづくり推進課と言うところがございま

して、そちらにちゃんと事前にごあいさつに行

って、区長名の後援名義をいただいています。

また、ひょうご環境創造協会からも後援名義を

いただいています。長い間ずっとやってきたの

で、区役所の方では、須磨の区内の各戸に配る

区民誌があるんですが、そこに活動をやります

というふうなＰＲをしてもらったこともありま

す。 

この写真は、やってる状況です。事務所とい

うような保管場所がないので、できるだけ機材

をコンパクトにするというところが特徴でして、

これは看板ですが、薄いぴらぴらのプラスチッ

クの板と、園芸用に使う蛇腹の機材を使用して、

マンションなんかの倉庫にもコンパクトに入る

ようにということで、回数を重ねることで改善

につながってきております。 

会場の中には、前回実施した過去のデータや

ロビーに展示してあったような海洋生物の影響

を受けてる写真や、前回に撮った写真を、「写っ

ていたら、自由に持って帰って下さい」という

コーナーであるとか、各企業さんや団体に協力

をいただいている一覧を掲示しております。 

この写真は、実施の風景です。これは、一斉

に始めますので、全員を前にして、こんなやり

方でお願いしますというような説明をしてると

こです。音響設備も、ちり紙交換のような車の

パワーアンプみたいなものにラッパ型のスピー
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カーをつけて説明をするというふうな工夫をし

ております。 

これが実施している風景ですけども、ちょう

どここからこの範囲ですねえ。今日やっていた

だいたみたいなエリアを区切ってというんでは

なくて、その海岸の一定エリア全部をやるとい

うことでやっております。 

これは、終わった後にごみを分別してるとこ

ですが、ちょっと見えにくいですが、燃えるご

み、燃えないごみというような看板を持ち上げ

て、分別して置いていっていただいているとい

う風景です。ごみは海岸を使用するということ

で、神戸市の港総局さんに許可をとるんですが、

その時点でごみの回収をお願いしておくと、港

総局さんがごみの回収を翌日やっていただける

ことになっております。 

それから、この写真は各企業さんから飲み物

をいただいておりまして、それを冷やすところ

まで各企業さんが協力してくれてまして、参加

していただいた人に一人一人１本ずつ渡してい

るというところです。 

それ以外にも、こういう活動に対して、ご苦

労さんという意味で品物を各社さんからいただ

いています。この写真は大当たりをつくってる

ところです。このようなかわいいぬいぐるみも

いただきまして、参加した方に喜んでいただけ

るようなことを考えております。 

これは、海上保安庁さんが紙芝居をやってる

とこです。海上保安庁さんも紙芝居「ウミガメ

マリンの冒険」を持っておりまして、その紙芝

居を終わった後で子どもたちにプレゼンをして

いるところでございます。 

これは、企業の協賛の一覧がこんなふうに会

場に張っているというのを一部事例を紹介しま

す。品物をいただいて、なおかつ海上の清掃を

やられるというところもありますし、単に人だ

け派遣して、手伝っていただけるというふうな

ところがございます。 

須磨海岸のごみの特徴ですが、最近のここ４､

５年のところのデータを載せておりますが、や

っぱり、１位は全国事務局の特徴と同じで、た

ばこのフィルターが１番です。約４割がたばこ

のフィルターということで、先ほど、１００万

人を超える海水浴客の来場といったこともあり

ますが、大阪湾に面しているので、都市のごみ

が流れてきているのもあるのかなあと思ってお

ります。その他プラスチック、ビニールとか、

破片類が大半を占めております。 

これは、ごみが流れ着いてる写真ですが、波

打ち際にまとまって、大量のごみが流れ着いて

います。 

これは、台風の前とかではなく、ふだんの状

況ですが、データをつけてないけども、各自治

体とか、自治会の連合会が定期に清掃をやって

いるにもかかわらず、いくらかは拾われてるん

だと思いますけども。普段のごみがこれだけあ

ることが判ります。 

須磨海岸は、１９９９年の夏にポイ捨て禁止

条例というのが神戸市で設定されました。たば

このフィルターが多いので禁止というふうにし

たんですが、本当は、そこからだんだん減って

くるのであれば、捨ててる人がちょっとは気が

ついたと思われますけども、一向に変わってな

いため、流れ着いてる方が、やっぱり多いのか

なあと考えております。例えば、近くの川や側

溝などを見てみますと、たくさんたばこの吸い

殻が捨てられています。最近はたばこを吸うエ

リアも非常に限定されてますので、通勤時に電

車に乗るまでの間に吸って、ぱっと捨てるんで

すが、火がついていると、どうしても罪意識が

あるので、水のところにヒュっと捨てるのかな

あと、思っております。今後ＰＲして、改善し

ていけたらなあと思っております。 

ちょっと時間、オーバーしましたけど、話は

この辺にしておきます。あとは、ディスカッシ

ョンの中でということで、よろしくお願いいた

します。 

ありがとうございました。 
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ただいまご紹介にあずかりました、みずしま

財団の研究員で、海底ごみ事業を担当しており

ます塩飽と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

 今回、この漂着ごみ淡路島会議に関連して私

どもの財団で行っている海底ごみの調査につい

て報告の機会をいただきましたので、少しご報

告をさせていただきたいと思います。 

時間の方も限られているようですので、早速

スライドを中心にお話を進めたいと思います。 

 まず、最初に、私たちの財団の紹介からさせ

ていただきたいと思います。 

 皆さんご存知のように、水島というのは、日

本でも有数のコンビナートがありまして、これ

が形成されたのが１９５０から６０年代です。

その後、コンビナートからの排煙等によって環

境汚染が顕在化しまして、大気汚染公害が倉敷

では発生しました。そこで、公害の患者さんが、

１９８３年に主要企業８社を相手取って訴訟を

起こしまして、９６年に勝利和解をしました。

そのときに、和解条項の中に和解金の一部を地

域の環境改善に利用できるという一文が盛り込

まれていました。それをもとに行政や、専門家

の方が市民と協働する拠点として設立されたの

が財団で、これが２０００年の３月ということ

になります。 

こういった経緯がありますので、財団では、

患者さんの「子や孫にはきれいな環境を残した

い」という願いを実現するために地域の再生、

それから公害被害に係わる体験や教訓を活かす

活動、環境学習、広報・交流といった４つの大

きな柱を立てて、活動を行っています。 

 今回ご紹介するのは、その中でコンビナート

によって海が埋め立てられたために、人々と隔

てられてしまった瀬戸内海の環境再生を目指し

て取り組んでいる海底ごみの調査活動の事例に

ついてです。 

 まず、今回の会議では漂着ごみというのが重

要なテーマになっているのですが、海のごみと

いうのは、先ほど藤枝先生のお話にもありまし

たが、目に見えるごみだけではなく、人目につ

かない海底部にも非常に多くのごみが散乱、堆

積していると言われています。 

 そこで、みずしま財団では、環境事業団、今

は独立行政法人環境再生保全機構と名前が変わ

りましたが、そこの地球環境基金から助成金を

受けて、２０００年度より備讃瀬戸内海を中心

に海底ごみの実態把握、その対策の検討等につ

いていろいろな取り組みを行ってきました。 

 まず、海底ごみの実態を把握するための小型

底曳網漁船による調査を行いました。海底ごみ

というのは、海の底に沈んでいるために、先ほ

ども言いましたように、直接目に見えないため

に、その実態を把握するのはなかなか難しいの

です。しかし、漁師の方にご協力をいただくこ

とによって、日常の操業時にかかるごみを持ち

帰っていただき、その分布域と、どんなものが

入ってくるのかというのを集計することによっ

て、ある程度海底ごみの実態を把握することが

できるのではないかと考えました。 

 そこで、財団では、２００１年度から水島の

ある倉敷市の西部に寄島町という町がありまし

て、そこにある寄島町漁協の協力により１隻の

小型底曳網漁船を標本船として継続的に日常操

業で引き上げられるごみを持ち帰っていただい

て、その数を集計するという方法で調査を行っ

ています。陸上に持ち帰ったごみの集計には、

大学生ですとか、院生の方に協力をしてもらい

ました。この方法は、東京湾の方で１０年以上

前から兼広先生という、東京水産大学、今は東

京海洋大学と名前が変わったのですが、そちら

の先生が研究をされていまして、その手法を参
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考にさせていただいています。 

レジュメの方には、海域ごとの曳網回数があ

りまして、スライドには各海域の１平方キロメ

ートル当たりのごみの個数が書いてあります。 

この海域図は、北緯３４°３０’、東経１３

３°５０’を起点として、２キロメートル四方

で区切っています。今回の調査では、小さなポ

リ袋の破片等も、１個として数えていまして、

一番多いところで１平方キロメートル当たり４,

０００個を超えています。そのため、この図で

いくと、今の４倍、海の底に沈んでいるという

ことになると思います。我々は、これは非常に

多いなと思っていたのですが、先ほどの藤枝先

生のお話では、２０兆個以上というような数が

出ていましたが、やはりこれくらいの数になる

のかなと思います。我々の調査では、漁師の方

が目で確認して、手で集めて数えられるもので

すから、さらに限られていると思うのですけれ

ども、それでも非常に多いということがわかる

と思います。 

小型底曳網漁法というのは、約５トンほどの

漁船が海の底に入り口に鉄のパイプやチェーン

をつけた網を沈めて、それをずーっと引くこと

によって海底の魚介類をとる漁法でして、その

ときに一緒に海底ごみも入ってくるということ

になります。 

小型底曳網漁で、網から魚介類を上げた時に

一番多いのは貝殻で、これがたくさん入ってき

まして、その中に魚やごみが混じっているとい

う様な状況です。 

そして、引き上げられたものの中から魚介類

と、それからごみをより分ける作業があります。

かなり細かいものが多く含まれていて、この中

からごみと、それから魚介類を取り分けるとい

うだけでも、結構な手間になります。スライド

では、かごの中いっぱいに空き缶のごみが入っ

ている状況を示しています。１回の漁で、大体

これぐらいのごみが上がってくるということで

す。 

次のスライドは、陸上に上げて、ごみを集計

しているところです。学生さんが集計をしてい

るのですが、この手前の地面に散乱しているの

が、ちょっと見づらいかと思うのですけど、こ

れが全部ごみです。一旦ごみ袋の中身を全部出

して、それをポリ袋、布類など分類ごとに１個

ずつ数えるという方法で集計しています。ポリ

袋等は非常に細かいものも多くて、かなり大変

な作業になります。 

こちらのスライドは、漁師の方が持って帰っ

たのですけれども、袋に入りきらなかった大き

なごみです。隣に人が映っていますので、その

大きさと量がわかると思います。袋に入りきら

ないような大きなごみの中では、ワイヤーが最

も多くて、それからタイヤですとか、一斗缶と

いったものも入ってきています。 

海底ごみの品目ごとの個数別割合ということ

でスライドに出しています。海底ごみでは、ポ

リ袋、これは買い物袋やお菓子の袋、これは破

片も含めるのですが、約半数を占めていて、ト

レー等も含めたプラスチック製品としては、合

計で約７割以上となっています。そのほかには、

空き缶等も多く上がっていまして、やはり、こ

れは我々の日常生活ですとか、それからレジャ

ー客等が排出したと考えられるものが、大半だ

という様に思われます。 

これに対して、ここでは出ていないのですが、

重量的には、先ほど見ていただきましたワイヤ

ーですとか、網、それから漁具といったものが

多くて、半数近くを占めています。やはり、日

常生活と、それから漁業系の排出物というのが

海底ごみには多いという様に考えられます。 

次のスライドでは、平成１４年度と１５年度

の月別のごみ重量と漁獲量の比較を示していま

す。目盛りは、左がごみ重量で、右が漁獲量と

なっています。寄島町漁協では、操業の仕方が

季節によって変わります。４月～１０月の間は

網の入り口にチェーンをつけているのですが、

１１月から３月にかけては、そのチェーンが、

爪のついた櫛のようなものになって、土を掘り

返すようになりまして、そのこともあって、こ
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の時期はかなり量が多くなっています。それに

対して、逆に冬になると、やはり、漁獲量の方

は減っています。 

それから、次のスライドは、缶ごみの賞味期

限による年代別組成を示したものですが、空き

缶には、賞味期限や生産年月日が書いてありま

して、それを見ることで、大体いつごろ入った

のかという大まかな予想ができるという様にな

ります。やはり、最近のものが非常に多くなっ

ていると同時に、一番古いもので１９７９年と

いうものがありまして、これは、アルミ缶とい

うのは腐食しにくいという性質から、そういっ

たものは、もう長いこと海底に堆積し続けてい

るということを示していると思います。 

それから、財団では、平成１３年度に瀬戸内

海沿岸の１府８県に対して一斉にアンケートを

して聞き取り調査を行っています。岡山県につ

いても行ったのですが、実は、これは１年先に

やってしまいまして、少し質問項目が変わって

いまして、その中身のずれを、きちっと調整し

てまとめ切れていないので、ここでは、岡山県

は省かせていただいています。参考に、レジュ

メの方には岡山県の回答数だけは書いてありま

す。３７漁協あるうちの２５漁協ということで、

かなり高い割合で回答はありました。 

ここを見ていただきますと、まず海底ごみに

よる被害ということですが、やはり、瀬戸内海

沿岸のほぼすべての府、県で海底ごみによる被

害、影響が出ているというふうな回答がありま

した。その影響として最も大きかったのが、海

底環境の悪化、それから漁網破損というものが

多く挙げられていました。 

これに対して、行政による取り組みとしては、

海の日の一斉海底清掃ですとか、それから大規

模、小規模の漁場保全事業ということで行なっ

ているところもあるのですが、いずれも海域や

期間に限りがありまして、恒常的な、根本的な

対策という様にはなっていないようです。 

最後になりますが、先ほど小島さんのお話の

中にもありましたが、海底ごみの最も大きな問

題としては、先ほどのアンケートにもありまし

た、海底というのは、行政区分上あやふやなと

ころがありまして、その扱いについて明確な規

定がないために、恒常的な対策をとられていな

いということです。そのため、漁師の方の中で

も意識の高い人が日常の操業の中で、拾った、

網に入ってきたごみを陸に持ち帰ることによっ

て、それが、漁師さんが出した産業廃棄物とい

うことになってしまって、その処理のために費

用負担をしなければならなくなってしまいます。

これは、先ほどからも言われていますように、

漂着ごみ等でも同じことなのですが、そういっ

たものが、大きな負担になることによって、な

かなか漁師さんの方も取り組めないというのが

現状です。 

これに対して、岡山県の東部にあります日生

町漁協というところでは、１０年以上前から漁

師さんが日常の操業の中で持ち帰ったごみに対

して行政が処理費を負担するという取り組みが

行われていまして、その結果、１日十数トン上

がっていたごみが、最近では、数キログラムま

で減っているという非常に大きな効果が挙がる

ということが証明されています。 

こういった、行政による補助等、取り組む方々

の負担をできるだけ軽くすることによって恒常

的に取り組めるような手法を考えるというのは

非常に重要なことだと思います。そういった行

政の補助等を含めた対策を平成１４年度に財団

で政策提言検討委員会を立ち上げて専門家の方

に検討委員として加わっていただきまして、こ

れまでの調査結果等を元に、政策提言としてま

とめまして、岡山県や環境省に提出をしました。 

その甲斐あってか、レジュメの方にもありま

すが、岡山県では、海底ごみの回収処理事業と

いうのを昨年度から取り組むなど行政の方も対

策として少しずつ進展が見られています。 

海底ごみをなくすためのこれからの取り組み

としましては、この政策提言の第３章、ここは、

先ほどお話いただきました小島さんに検討委員

としてまとめていただいたのですが、やはり、
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海底ごみの排出源の多くが、日常生活ですとか、

それから漁業、漁師さんの排出するものに由来

するものであると考えられることから、やはり、

市民の皆さんへの啓発が重要になってくると思

います。 

やはり、ごみを回収することは、回収する作

業によって非常に大きな効果はあるのですが、

それを回収しても、排出されたのでは、いたち

ごっこになってしまいますので、やはり、車の

両輪のように、ごみの回収と市民への啓発の両

方をきちんと取り組んでいかないといけないと

思います。そのためにも、多くの方にこういっ

た漂着、海底ごみを問わず、この問題を知って

いただくということは、非常に大切なことであ

ると思いますので、これからも、皆さんと一緒

にこの問題について取り組んでいきたいと思い

ます。 

以上、非常につたない話でありましたが、ご

清聴、どうもありがとうございました。 
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ご紹介ありがとうございました。琵琶湖・淀

川水質保全機構の遠井和と申します。このよう

な機会を、本日与えられまして、非常に光栄に

思っております。 

 それでは、早速、当機構が進めております「め

ざせ！１万人のクリーンアップ」ということで

ご説明をしたいと思います。 

 まず、このクリーンアップの起こりなんです

けども、今年で３回目ということになってます。 

と言いますのは、平成１４年度が初回になる

んですけども、その年に、第３回の世界水フォ

ーラム、これが流域であります滋賀、京都、大

阪、それを結んで開催されました。 

皆さんもご存知のように、この世界水フォー

ラムにつきましては、世界各国の方々が水問題

について議論されるというところなんですけど

も、この第３回で初めて、流域からこのような

情報を発信するということで流域として取り扱

われた初めての会議ということになってござい

ます。 

この会議の中で、流域というせっかくの単位

といいますか、そういう思い、そういったもの

を、水フォーラムが終わったら、もう終わりだ

よということではなくて、その思いをずっと続

けていくような形にしておきたいなということ

で、この１万人のクリーンアップということを

始めさせていただいております。 

それで、ここの、ちょうど言葉にもあるんで

すけども、「めざせ！１万人のクリーンアップ」、

その下に「～流域はひとつ～」ということで、

この思いをずっと伝えていこうということでや

っております。ちなみに、ここに「輝く水面に

明るい未来！」ということがあるんですけども、

皆さんの方にこのクリーンアップ自身を親しい

ものに考えていただこうということで、一般の

方々にキャッチフレーズみたいなものを募集し

まして、その中から選ばせていただいたのをず

っと続けております。 

こちらの方は、流域のマップになってござい

まして、ちょうど頭の方で言いますと、滋賀県

の琵琶湖の出口がこちらにございまして、瀬田

川がありまして、宇治川になって、上の方から

は、桂川、三重県の方からは木津川が流れて合

流しまして淀川というふうになっております。

で、淀川がずっと流れ込んできまして、ここに

大阪湾ということになっております。 

このブルーの境界線、こちらの方が、琵琶湖・

淀川流域ということで、流域図という形で示し

ております。 

このキャンペーンに賛同していただきました

団体の方が、全体で２６団体ございまして、延

べ３,１００人余りが参加していただきました。 

こちらの方で、ちょっと色分けをしていると

ころがあるんですけども、このブルーの方につ

きましては、第１回目から参加していただいた

団体、こちらの方の紫の方は２回目から参加し

ていただいた団体ということになっております。 

見ていただきましたら、奈良県、兵庫県等も

ありまして、各府県に、広がって活動をしてお

ります。また、何分、流域自身がかなり広いも

んですから、こういったまばらになったような

状態になっております。 

こちらの方は、それの参加団体数とごみの収

集量ということを表しております。こちらの方

が平成１４年度ということで第１回目、それと

平成１５年の第２回目ということになってます。

参加人員の方が、１回目２,６５８人から２回目

になりますと、３,１４７人ということで、約５

００名増えております。それと、ごみの量とし

ましては大体６.４トンから大体８.８トンぐら

いという形で増えております。 

ちなみに、表題の方にございます、「めざせ！

活動報告 講演録 
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１万人」ですが、１年間に５００人ということ

ですから、あと１４年ぐらい続けていかないと、

なかなか難しいかなあと思っております。 

こちらの方が、クリーンアップ活動の基本的

な考えということで、機構の方で少し考えまし

て、こういう形で取り組もうということでやっ

ておるものでございます。基本的には、河川愛

護団体等のボランティアによります清掃活動、

これが主体となっております。 

淀川流域には、おのおのボランティアが独自

に取り組んでおられます。その独自に取り組ん

でおられる中に、流域はひとつだよと、流域と

いう考えをもって下さいというのが、このクリ

ーンアップ活動の一つの大きな柱になってます。 

この流域全体で取り組んで下さいねという広

報につきましては、機構のホームページとか、

あとチラシとかを配りまして、こういうクリー

ンアップに参加していただきましたら、ごみ袋

とか、軍手とか多少の支援等をちょっとしてお

ります。そういったことをチラシ等に書いて、

配っております。 

それから、ボランティアの方に実際にやって

いただく内容としましては、こちらに書いてま

す、集めるだけよりも、先ほどお話がいろいろ

ありますように、ごみの分別、計量、そういっ

たものをできる限りやっていただきたいという

ことで考えてます。 

それをデータとして機構にいただきまして、

クリーンアップ白書、そういったものにまとめ

て、また皆さんの方に情報提供をしたいなとい

う形でやっております。 

こういうことを繰り返すことによって、最終

的にはごみを出さない地域、流域づくりという

ものができないかなあということでぐるぐる回

しております。 

こちらの方が、実際のクリーンアップ活動の

フローです。参加団体の募集ということで各ボ

ランティア団体に呼びかけをします。で、その

団体さんの方に清掃場所とか、日時を決めてい

ただいてます。その後、その団体さんごとにク

リーンアップの計画書、そういったものを作成

していただいてます。現況調査ということで、

どんなところですかとか、ごみ処分をどうされ

ますかとか、そういったものを書いてもらうよ

うにしております。 

機構の方では、ここにありますように、消耗

品の支給という形で応募していただいた方々に

ごみ袋とか軍手とかを送付させていただいてま

す。それと、クリーンアップの実施ということ

で、実際に実施していただくと、ごみのデータ

カードの作成を行ってもらいます。で、ごみを

分量、計量し、ごみがどっから来たとか、思い

つく限りのことを書いていただいております。 

ただ、問題としましては、これ自身、各ボラ

ンティアさんにとりましてかなり負担になって

るというところがございます。大体自分たちが、

クリーンアップを始めたこと自身が、景観とか、

そこら辺の問題があって、きれいにしていこう

というところがあるんですけども、それとか、

せっかく分別しても、自治体によっては、まだ

分別処理していないので、また分別したごみを

あわせないといけないとか、そういった問題が

ございまして、わざわざ、何で分別するのって

いうのがかなり言われてるところでございます。 

後、その情報をもとにクリーンアップ白書と

いうことで初回版は、こういうクリーンアップ

白書、２回目はこういう形の報告書と名前はち

ょっと変わっておりますけども、こんな形でま

とめていっております。 

先ほどもお話したように、機構の中では、流

域という考えをボランティアの方々に広げてい

こうということで、それには、まず参加団体等

をふやすということを頭の中に置いております。

その方策として２点ほどやっておりまして、一

つは募集時期を早めにかけていこうということ

で、去年度は９月ぐらいから募集を始めたんで

すけども、今回は夏場の７月から募集をかけて

いきました。その結果なんですけども、こちら

の方に枚方市ということで、淀川の支流のとこ

ろなんですけども、そこで、枚方市立の招堤北
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中学校の校区協議会というのがございまして、

そこの中学生とか、あとＰＴＡの方々、そうい

った方々がこういうような河川に降りていただ

いて、ごみの清掃等をやっていただきました。

人数的には、このときに大体３００名ほどが集

まられておりました。 

こちらの方は、大阪市の水道局のボランティ

アの団体なんですけども、淀川河川敷をこのよ

うな形で皆さんに歩いていただいて、ごみ袋２

つ持っていただいて、片っ方は燃えるごみ、片

っ方は燃えないごみという形でそれぞれ分別し

ていただきまして、ハイキングに近いような形

になりますが、ごみ集めをしていただいており

ます。大体４００名余りが参加していただいて

ます。 

こういう形で参加団体をどんどんふやしてい

くという話ともう一つは、やっぱり、学校関係

の方への参加の呼びかけ、そういったものをや

っております。特に、学校関係で言いますと、

学校の子どもたちが拾うのはもちろんなんです

けども、その子どもたちが、家に帰って、家庭

の方でクリーンアップをしたよとか、逆に言え

ば、ごみは、やっぱり、ちゃんとごみ箱に捨て

ないとだめだよといったことをまた家庭の中で

話していただく、そういったことで、どんどん、

相乗効果があるんじゃないかなあというふうに

当機構の方では考えております。 

それと、企業さんの方にも、環境を保全する

ということで参加している団体がございますの

で、そういった団体にもこの流域連携というの

を呼びかけていきたいなというふうに思ってお

ります。 

この数をふやすっていうのが非常に有効だと

いう話の一つに、よくごみ拾い、クリーンアッ

プされている方とお話するんですけども、やっ

ぱり、ごみを拾う人には、ごみを捨てる人がい

ないということで、このごみを拾う方々を増や

すことによってある程度終えんっていうか、そ

ういったものが見えてきてほしいなあというふ

うに考えております。 

以上です。 



 

48

 

6459kg

8074kg

31472658

• •

•
•

•

プレゼンテーション資料 



 

49

 

地元由良の花野です。 

 国立公園成ヶ島、皮肉なことに環境省の所管

地になってます。成ヶ島いうのは、お手持ちの

リーフの中で自然に豊かな島で、ウミガメ含め

た海浜植物の宝庫です。 

 ところが、これイコールごみの宝庫いうこと

です。この７０周年の記念事業に京都造形芸術

大学の諸君がオブジェをつくってくれました。

これが漂流仏言う仏さんです。 

 ところが、これを見たら、汚いというイメー

ジはありますけど、実にカラフルで、ジミー大

西の世界のような感じで、ちょっと、見栄えの

するもんです。 

 ところが、これがことごみということですの

で、日を追うごとに、におうてきましたので、

やむなく処分しました。この漂流仏は、成仏で

きなかったということです。 

 これが去年の８月の１０号台風の成ヶ島の海

岸です。見た感じ、ごみは、ほとんどその植物

域のハマボウの地域にどんどん上がって、植物

層が壊滅状態です。 

 このように、ほとんどが葦くずとか、竹それ

からペットボトル、ソフトボール、テニスボー

ル、すべて川からどっと出たような感じです。

僕らが活動し始めた頃、プラスチック類が余り

なく、木々れとか、家庭へ持ち帰って、燃料に

したものです、そういうまだリサイクルがあり

ました。今はごみはほとんどがプラスチックで

す。これが始末に悪い。 

 これがこの前の１６号の台風。向こうに見え

てます、この対岸にハママツナと言って、海岸

の一番水際に生えるきれいな植物があります。

これが秋になったら紅葉します。またハママツ

ナは、今、食材で、おかひじきと言って、食材

になってるぐらい貴重なもんなんです。 

 ところが、それを越えて、あのネットが見え

とるとこは、もうごみが漂着してくるのは、し

かたがないところで、とにかく、排除するよう

な防護措置をしてます。それを乗り越えない様

にしています。 

ところが、植物いうのは、したたかなもんで、

潮位が増えれば、水の中にかろうじて生きてい

て、それを乗り越えてやってきたもんがその上

を越してやってきたいろいろな状態になってい

ます。植物いうのはしたたかなもんです。 

 これが家電リサイクル法のもう一つのひずみ

いうか、冷蔵庫、テレビがどんどん流れてきま

す。この冷蔵庫、テレビを海へ捨てると、これ

が沈むか思たら、さにあらず、ぽかぽか浮いて、

漂着してくるんです。 

 これは、ベンツのタイヤとホイルです。とこ

ろが、チューブレスになってから、ホイルがつ

いたもんだと、これが浮いてくる。昔だったら、

このチューブ式のタイヤだったら、海底へ沈ん

で、あわよくば、タコやアワビの巣になったり

したんやけど、もうこれがぽかぽか、ぽかぽか

皆浮いて、漁船がそのスクリューを傷めたり、

成ヶ島の海岸には、このタイヤがごろごろある。

とにかくこれは処分、お金の要ることやから、

集めた物は処分できず、今、現地にストック状

態です。 

 成ヶ島のカメが上がる浜のちょうど外れにな

るんですね、これ。このおびただしいごみが、

今年の１６号、１８号台風の時に外側から乗り

越えて内側へたまり、もうここで、海へもどら

ず、うっ血したような状態で、その場を見ても

らったら、もうすごい状態。うわー言うしか、

声が出ない様な状態です。 

 波打ち際のごみいうのは、軽いもんやから全

部植物域の方へ風によって吹き上がってしまう

わけです。そしたら、植物にごみがかぶさって

しまい、光合成ができないため、どんどん、ど

活動報告 講演録 

 

淡路  成ヶ島におけるクリーンアップ活動 

 

花野 晃一氏 
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んどん植物が枯れてしまう。だから、それを取

り除くいうために、クリーンアップ財団みたい

な大勢の方が来て、この中でとるやいうのは、

足元で貴重な海浜植物が踏まれることの方が恐

ろしい。だから、僕ら少人数で、とにかくこれ

を地道に拾わんならんいうような気の遠い仕事

を今続けてます。とにかく、大勢の人が来て、

大きなイベントは恐ろしい感じがします。この

３０ヘクタールの島へ１００人も、２００人も

来られたら、海岸植物への影響が大きい。そし

て、もう一つ、集められたごみが離島であるた

めに、残された場合に、僕らが始末にこまるこ

と。これがもう一番の悩みです。 

 ふだんのごみはほとんどペットボトルとか、

生活ごみや容器です。その発泡スチロールなん

かでも、テトラポットの中で、もう１メートル

も層になってしまって、それをどない処分する

かいうても、それもまた１つの難題で、僕ら、

この中に、灯油で火をつけて、ボーっと燃やそ

かいなあ思たくなる様な量で、もうとてもじゃ

ないけど、とり切れるもんではありません。 

 これが、犯人を捜す言うたって、これ、犯人

はいないわなあ。もうどこから、どこから流れ、

名前をつけてるものがないものなあ、この冷蔵

庫に、買った人のネームでもつけときゃやなあ、

わかるだろうけども、犯人を捜しても、その自

分自身がひょっとしたら、犯人かもわからんし、

もう、犯人捜しいうのは、僕らはやめました。 

 で、犯人があるやつもあるんやねえ、これ。

２１世紀の貝塚を創る会とかねえ。これ、タカ

ラや言うのは、塚口、淀川の上流やねえ。これ、

明石ね。それから、由良瀬戸付近の実地調査、

紀州の由良あたりになると思う。犯人のあるや

つもようけある。 

ほんで、一番おもしろいのが、淀川からこう

流れてくる駐禁の違反タグで、あれをぱちっと

ペンチで、ワイヤーを切って、ぱっと川へほっ

たら、成ヶ島に打ち上がる。こんなんは、ちょ

くちょく、それから、注射器で、医療用でない、

糖尿病の患者が多いさかいにやなあ、家庭で注

射したやつをそのままほってしまうのかなあ。 

 これが今日の問題で、これまで、アカウミガ

メが、成ヶ島の外側の海岸に上がるいうことを

僕らは知っとったんやけど、それを言うたら、

またカメさんかわいいや思て、じき、大勢の人々

が来られたら、よわる思って、秘密にしていま

した。 

 ところが、このごみをなんとかならないか？

カメに助けてもらおうとマスコミとか、そうい

うとこにいろいろキャンペーンを張ったんです。 

 ところが、あまり反応はなく、今年、上陸し

たカメがこのごみの中で迷うて、もがきにもが

いて、その卵をお腹に持ったまま死にました。

これ、僕らの年代やったら、わかるんやけど、

昔世界残酷物語いう映画があって、その一番終

わりに、ビキニ岩礁で水爆の実験をしたため、

カメが方向性を失って、海へ帰らんと、陸で死

んだという光景をみました。目の当たりにして、

僕は、ちょっとこれは成ヶ島残酷物語でないか

なあという感じもしました。 

私たちの活動は、平成元年から植物の保護の

ために、海岸の清掃をしてます。 

ところが、やっても、やっても、ほんまにさ

いの河原と言うか、どんどんやってくるわけや

ね。ほんでもう、一番やっぱり、掃除をする時

は、少人数でやれば、効率いうことを考えます。

昔は、焼け、焼け言いよった時代が、埋めたん

よね、海岸へ。で、今、焼いてはいけない、埋

めてはいけない、とにかく、集めたら、費用が

かかる。ほな、どないしたらええのよ言うたら、

極端な話、海から来たものは海へ戻そかいうよ

うな開き直った気持ちにもなるんですね。 

とにかく、もうこの前の１８号台風から見て、

これはもうあきらめてしもたらいけない。もう

海上保安庁にでも、何でも捕まってもしゃあな

いわ。もうリスクをしょっても、やらなしゃあ

ない、何や知らんけんど、僕ら、そのボランテ

ィアとは何なのか？これほんまに、究極のボラ

ンティアやと思う。 

とにかく、これが法人とか、行政支援があっ



 

51

た場合は、行儀ようせなあかん。僕らは任意団

体の人様の庭を掃除しとる勝手な団体やから、

とにかく、洲本市の支援がある限り、出来る事

はおねがいして、一部のごみは持ち出して、あ

とは自分らで、何とか成ヶ島の中で処分する以

外に今の手だてはないと思ってます。 

とにかく、リスクをしょってまでやるやいう

のは？もっとリスクしょわないボランティア活

動いうのは、皆さんで考えて下さい。お願いし

ます。
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ご紹介いただきました大阪市立大学の非常勤

講師しております中西と申します。よろしくお

願いします。 

 本日は、皆さんに昨年の９月２８日から淡路

島の東浦町で取り組んでまいりました海岸のリ

セットとクリーンアップということのご紹介を

さしていただきたいと思います。 

 今、映っておりますのが、その２８日に海岸

一斉清掃を行った後の記念写真ですが、天候に

恵まれて、皆さんでリセットを行ったという状

況です。 

 活動を実施した位置については、もう皆さん

ご存知ですので省かせていただきまして、この

リセット・モニタリングはですね、どのような

組織で始まって推移していったかということで

ありますが、中心になりましたのが、まず、Ｊ

ＥＡＮさん、先ほどお話いただきました小島さ

んそれから海守と言う組織があります。これは、

日本財団の中に設けられました海を守っていこ

うというボランティア団体の組織であります。

こういったところから日本の中で何カ所か海岸

を一斉にきれいにして、その後、どう汚れてい

くのかを調べようということが企画されました。

１カ所は、先ほど基調講演いただきました藤枝

先生のところの鹿児島で、もう１カ所は石川県

で、そして３つ目のモデル地域になりましたの

が淡路島ということであります。 

 そういうことをやろうという声が上がりまし

たところ、私のおります大阪市立大それから神

戸大学、瀬戸内海研究会議、県民局、東浦町さ

んそれから瀬戸内海環境保全協会、ひょうご環

境創造協会などたくさんのチームが集まりまし

て、じゃあ、ひとつやろうじゃないかというこ

とで始まったということであります。 

 今申し上げましたように、国内で３カ所、３

地域で取り組まれたわけですけれども、まず、

鹿児島と石川については既存の組織がありまし

たので、そういったチームが中心になって海を

きれいにして、その後の調査を続けたというこ

とですが、淡路島の場合、特にこれという組織

がございませんでしたので、まず組織の立ち上

げからやってみようではないかと。モデルの活

動としての立ち上げ、ゼロからスタートしてみ

ようではないかということで始めました。 

そこで、まず、運営会議というものをやりま

して、事前に調整しました。その後ですね、リ

セットしますよ、海岸をきれいにしますので皆

さん集まって下さいということでホームページ

でありますとか、広報で呼びかけていただきま

した。結果的には、９月２８日に島内から８１

名、島外から３８名、当日参加者、スタッフを

入れまして１５０名を超えるような参加の方で

東浦海岸の一画、東浦町の海岸のある一部分を

徹底的にきれいにしました。 

それをリセットと呼んでおります。リセット

してゼロにしたということです。ゼロの状態か

ら、ではどのように海岸が汚れていくのか、何

で汚れていくのかをモニタリングしたわけです。

ついては、今申し上げたように、モニタリング

するにしても、スタッフがおりませんでしたの

で、ここでは、リセットに参加していただいた

人たちにお願いをいたしまして、ボランティア

として登録してくれる人、手を挙げて下さいと

いうことで登録願った方が島内で１０名それか

ら島外１３名。こういった方がモニタリングボ

ランティアのスタッフになりますということで

ご参加いただきました。次に、９月２８日にゼ

ロにした海岸がどのようにごみで変わっていく

のかということをおおむね２カ月に１回の調査

を続けてまいりました。 

で、先日ちょうど約丸１年たった９月２３日、

最終回を迎えて、無事終了したと。何が無事だ

活動報告 講演録 

 

淡路における漂着ごみモニタリング 

（瀬戸内海研究会議） 

 

中西  敬氏 

（大阪市立大学非常勤講師） 
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ったのかはわからないんですが、終了したとい

うようなことです。 

少し状況を写真で紹介しますが、これは事前

のミーティング、小島さんを含めて県民局の

方々と、どこでモニタリングをしようかという

ところの調整から始まりました。というのも、

リセット・モニタリングするのに、例えば、リ

セットでこのようにたくさんの人が集まってい

ただくわけですけれども、近くに駐車場がない

といけない。トイレがないといけない。それか

ら、夏にリセットしましたので、気分が悪くな

った方が日陰で休めないといけない。ですから、

ボランティア活動とはいえ、やはり、便利さが

必要ですし、危険に対する予防が要りますので、

じゃあ、そういう場所がどこにあるんだろうと

いうことで場所の選定を行いました。実は、島

内では、もっとたくさん汚れたとこがあったと

思うんですけれども、今申し上げたような条件

がそろったところを対象にしてリセットをした

ということであります。 

これは、リセットする前の説明の状況ですね。

で、活動している状況。このように清掃しまし

た。それから、リセットのときに、おおむねど

れぐらいのものが集まったのかということを調

べて、皆さんに記帳していただこうということ

で、こういうデータシートを使いました。 

これは、先ほど小島さんの方からお話があり

ました世界標準のシートと比べると非常に簡略

化したものになっております。リセットする時

点では細かく調べることが難しいだろうという

ことで、大まかな分類で、なおかつ集めたごみ

を東浦町さんに処分をしていただきますので、

東浦町さんが区分しておられるような区分程度

で集計したということであります。このように

ごみを集めて、最後に記念写真を撮って、終わ

ったということであります。 

リセット前後の海岸の様子。それから、そう

いったことが新聞に取り上げられまして、広く

知らされたということ、これは後ほど申し上げ

ますがマスコミをうまく活用するということも、

こういった活動では重要ではないかということ

であります。 

これは、先ほど申し上げたモニタリングスタ

ッフ募集はがき。これを、リセットに参加して

いただいた人にお渡ししまして、「私がスタッフ

になりますよ」という方がここに記入していた

だいて、登録していただいたということですね。

こういった方にお集まりいただいて、その後、

モニタリングを実施しました。リセットでは、

この東浦町のこういう範囲、２００メートルぐ

らいの範囲を徹底的にきれいにしたんですが、

先ほどの２０何名で全範囲をモニタリングする

ことは、もう到底無理です。ですから、代表的

な２区画を設けて、この２区画の中でどのよう

にごみがたまっていくかということを調べたと

いうことであります。モニタリングのときの記

録調査表がこれです。そして何て言うんでしょ

うか、注目するものを決めようということで、

ここでは、やはりライター、藤枝先生のお話で

ありましたライタープロジェクトもありました

ので、ライターを注目するものとして１つ挙げ

よう。それから、地域に独特なものを１つ挙げ

ようということで、どういうものなのか、今、

わかっていないんですが、ビニールひもがあり

まして、それを毎回、特に注目してモニタリン

グしたということであります。 

 これは、モニタリングの結果です。時間があ

りませんので簡単にいきますと、ここの特徴の

一つは、何とたばこのフィルターではないんで

すね、１位は。個数でいっても、発泡スチロー

ル、ガラス、そういったもの、プラスチックの

破片とかで、たばこのフィルターが他の海岸に

比べ非常に少ないということが特徴です。ある

意味、いい海岸ですよね。そういうことがわか

ったと。 

それから、当初は、発泡スチロールとかガラ

ス片とかが多かったわけですが、実は、我々予

測したのは、９月に徹底的にきれいにした後、

多分、すぐ汚れるんじゃないかと思ったんです

が、あに図らんや、なかなかごみがたまらなか
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ったんです。すごいいいことやなあと、これは

ええんちゃうかと思ったんですが、ボランティ

アの人がみんなたくさん来てくれて、さあ、調

べようといっても、調べるもんがないんですね。

それぐらいきれいだったんですよ。そうすると、

皆さんものすごい細かいものを拾いだしてです

ね、ガラスの破片のちっちゃいやつとか、陶器

の破片とかいうことで、モニタリングを開始し

た当初は数が多かったのがプラスチックとか、

発泡スチロールだったのですが、例えば、４月

とかになると、拾うものがだんだんなくなって

きたので、今まで見逃していた細かいものを拾

ったということで、陶器なんかがトップや、２

番目に躍り出てきたということです。 

 すごいきれいじゃない、これやったら、いい

なあと思ってたんですが、やっぱり６月ぐらい

からごみが増えだすんですね。 

 やはり、１年間通して感じたことは、６月か

ら９月に、川の水が多くなるとき、結局は梅雨

から台風の季節に、川の中にたまった、それか

ら陸地に散乱したものがどっと出るんだろうと。

その川は、淡路島の川であったり、対岸の淀川

であったり、そういったことだろうと思うんで

すけれども、そのようなことがモニタリングに

よってわかってきたということであります。 

これは、参考なんですけども、国土交通省が

調べた浮遊ごみの大阪湾での分布量です。回収

量であります。国土交通省が調べますので、回

収するごみというのも、やはり、港の中を中心

にしますから、当然港の周辺が多いんですけれ

ども、やはり、湾の奥、北側都市の前面にたく

さんのごみが浮遊しておるということです。こ

れに対して漂着ごみ、これも国土交通省が調べ

たデータがありましたので調べてみますと、こ

ういったところに漂着ごみがたくさんたまって

いる。やっぱり、成ヶ島、丸の大きさ、大きい

ですね、これに対してこの辺は、なぜたまらな

いんだろうか。これ、実は、たまりようがない

し、調べようがないんですね。直立の、垂直の

護岸ですし、消波ブロックがあって、人が行け

ませんから漂着ごみというのはなかなか皮肉な

もので、人工のところにはなかなか漂着せずに、

自然の海岸が残ったところに漂着しておるとい

うようなことがわかります。 

これは、モニタリングの状況です。毎回モニ

タリングに来る小学校１年生の子がいて、少し

こういう形で登場させてあげると、本人も喜ぶ

かなと。これを機会に海洋学者なんかになった

らいいなあと。ぜひ、藤枝先生の鹿児島大学あ

たりに行って、勉強してもらうのもええかなあ、

なんて思って、紹介させていただきました。 

それから、モニタリングをするのに、先ほど

から、疲れるとか、もうやっても、やっても切

りがないっていう話がありましたけども、やっ

ぱり、１年間やるだけでもですね、もう途中で

しんどくなりますね。いくらごみが少ないとは

いえ、真冬の寒いときにみんなが来て、やる。

雨が降りそうなときにやる。大変なんですね。

そのときには、やはり楽しみがないといけない

ということで、ここでは、神戸大学の川井先生

が、海藻の先生なんですけども、メンバーで入

っていただきましたので、掃除をした後に海藻

教室をするとか、工夫をしました。 

最初は、はがきで応募していただいた方々な

ので、皆さんあんまりお互いを知らないんです

けど、だんだん顔がわかってくるんですね。で、

気になるんですね。どこの人やろっていうんで、

ここで、みんなで自己紹介が始まって、「私はい

ついつ退職した」っていう方が、実は多かった

んですけども。というように自己紹介したり、

海藻教室をしたり、焼き芋をつくったりのお楽

しみをしました。これちょっと、余談ですけれ

ど、東浦のところは、かわらの破片が非常にた

くさん海岸に散らばってます。で、かわらを集

めて、その下に炭を入れて、かわらを置いて焼

き芋をすると、遠赤外線ですごいうまかったと

いう、ごみ拾いよりも受けたのが、この焼き芋

ですね。とか、冗談になりますけど、こういう

仕組みが、やっぱりモニタリングには要るな、

楽しみが要るなあということも痛感しました。 



 

58

それから、先月の２３日で終わったんですが、

活動の広がりということでクリーンアップして

モニタリングすることで、やっぱり日ごろの生

活を見直すっていうこともありますし、それか

らその他の環境への興味が広がるということ、

それから環境教育の重要性につながるとかいう

こと。ごみというものを一つのテーマにいろん

なものに広がっていくなあということも再確認

できました。 

 それから、先ほど申し上げたマスコミに関し

てですが、積極的に我々が情報発信することも

必要ですし、マスコミなんかを通じて発表して

いただくことで地域に働きかける。ですから、

その後、モニタリングスタッフが増えたりしま

した。 

 それから、行政へ働きかけることも重要です。

その結果、行政のいろいろな支援を受けれるよ

うになります。また、仲間が広がるというよう

な、こういう広がりができたことがこの活動を

通じて非常によかったなあと感じる点でもあり

ます。 

 最後ですけれども、今後さらにこのような活

動をどう広げていくかということが課題なんで

すが、人材はどうするんだろう。 

たまたま私が、１年間リーダーを務めさせて

いただいたんですけども、住んでるのは大阪な

ので、私は外野の人間やから、やるのはやっぱ

り地元の人が、中心になってもらわんといかん

よねと感じています。今後、じゃあ、誰が中心

になって、どんな組織でやっていくのかという

ことが課題となります。 

 でも、幸いかな、地元の方で何人かがやって

いこうって言ってらっしゃる方がいらっしゃい

ますので、非常によかったかなあと感じている

次第です。ただ、そこで問題になるのが、ボラ

ンティアとはいえ、軍手であったり、夏の暑い

ときに飲むお茶であったり、さまざまなものに

お金が要りますので、活動資金をどうするのか

ということが今後の重要な課題だろうと思いま

す。 

それから、継続性をどう確保していくのか。

大変ですよね、何月何日に集まりましょう。で、

その都度、皆さんに連絡する。その行為だけで

も大変ですので、そういったことを地道に、ど

うやったらつなげていけるのか、続けていける

のかということが非常に大変だなあと思いまし

た。現時点では答えはありません。 

 それから、満足感をどう充足させるか。やっ

ぱり、あなたは捨てる人、私たちは拾う人の関

係の拾う人だけでやっていくと、どうも満足で

きないですね。ですから、それがどういうふう

につながるのかっていうのがわかる仕組みが要

るんじゃないかなあということを感じています。

以上、こういう活動を１年続けてきたというこ

とで報告を終わらしていただきます。 

大変ありがとうございます。 
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○松田治氏 さて、今の中西さんの最後のスラ

イドは、これからの議論のヒントとして大変わ

かりやすいので、ちょっと映したままにしてお

いていただけますでしょうか。 

ここまでで５人のパネリストの方からそれぞ

れ非常にユニークな特徴的な活動をご報告いた

だきました。 

 それでは、会場の皆様、大変お待たせしまし

たけども、ぜひ、ここでご質問等を承りたいと

思いますので、どうぞ活発なご発言をいただき

たいと思います。これまでの報告に何か質問が

ありましたらどうぞ。 

○会場 私は、東浦町から来ました。小さな任

意団体のボランティアで、今年の７月に初めて

海岸が汚れているのでクリーンアップしようと

いうボランティアを呼びかけて、何人集まるか、

わからなかったんですけども、とりあえずやろ

うということからはじめました。 

 それで、５０人ぐらいの方が来てくれました。

町の方にもお願いして、ごみ袋とか、そういう

のを用意していただきました。 

そして、ごみを拾いました。２００メートル

ぐらいの海岸。先ほど、一番最初の原さんがお

っしゃいました須磨海岸よりはもっと小さな大

磯海岸という砂浜なんですけども、そこで拾っ

たんですけども、そのときに、初めにボランテ

ィアの皆さんに燃えるごみと燃えないごみの分

別をですね、２つの袋を持って、回って下さい

というようにお願いいたしました。 

ごみは、１５０袋以上の非常に大きな、たく

さんのごみを拾いました。そして、それを３カ

所ぐらいに集めて、置いて、後で町の方のごみ

収集車が持っていってもらうというように初め

から町の方とも協議して、約束しておきました。 

ところが、ごみを集めて、置いて、翌日に町

の方から電話がありました。 

燃えるごみと燃えないごみを分別して拾って

もらうようにという指示をしていたけども、拾

ったごみは燃えるごみも、燃えないごみも一緒

になっていると。我々にしましては、したこと

は、初めから燃えるごみと、燃えないごみを２

つ袋をお願いしますいうことを言ってましたけ

ども、あくまでボランティアで来ていらっしゃ

る方にですねえ、強制的にこうしろ、ああしろ

っていうことは言えない状況なんですね。 

それで、先ほど原さんがおっしゃってました、

何か最後の方で、燃えないごみと燃えるごみを

分別する方法ですねえ、これが、まだ、我々ち

ょっとわかりませんので、そういうもんに関し

てどういうふうに分けていったらいいのか。そ

れと、大きなごみがあるんですよねえ。トラッ

クでないと拾えんような流木とか、大型のタイ

ヤとか、そういうのもありまして、そういうの

も拾って、とりあえず海岸までは持ち上げたん

ですけども、そういう部類の問題が、まだこれ

から我々も初めてのことで、次、年に２回ぐら

いはやっていこうと思うんですけども、次のと

きの課題として燃えるごみ、燃えないごみの分

パネルディスカッション 全体討議議事録 
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別、その辺をもう少し、我々も知りたいと思い

まして、質問さしていただきました。 

○松田治氏 ありがとうございます。 

 収集、分類とその後の行政による処理とのす

り合わせのあたりだと思うんですが、これまで

のご経験とかで、原さん、何か助言をいただけ

ますか。 

○原賢治氏 そうですねえ。ごみの分別につい

ては、地方自治体によって燃えるごみ、燃えな

いごみが若干違う場合もありまして、例えば、

大阪から来るような方々については、燃えるご

みと燃えないごみの意識が若干変わって、神戸

市の方と違うというケースもあります。 

実際は、回収するところのルールということ

になりますので、我々のところは須磨のルール

を適用しています。一般的に金属は燃えないご

みで、それ以外は燃えるごみという様な、大ま

かなニュアンスがあるんですが、プラスチック

は燃えるごみなのか、燃えないごみなのかとか

いう所が自治体によって違いますので、我々は、

データをつけてる関係上で、データカードの中

に燃えるごみ、燃えないごみという分別を書く

ことも工夫してきました。 

全国事務局が使ってるデータよりも少し前の

材料別のデータカードなんですが、この材料別

のデータカードに、燃えるごみ、燃えないごみ

というのを過去に書いたこともございます。 

 それから、先ほどの写真に写っていましたが、

ペットボトルとか、リサイクルできるようなご

みは、その回収ボックスに入れることにしてお

ります。それとスタッフがごみを置くところに

張りついてまして、参加者が置くときに、「こち

ら燃えるごみ」、「こちら燃えないごみ」をその

都度指示することで対応しております。きちん

と分けられてるのかといえば、そうではないと

は思っておりますが、神戸市の港総局さんの方

は問題なく引き上げていただいています。参考

になりましたかどうか。 

○松田治氏 ありがとうございます。 

 そうすると、実際は、その行政地域によって

細かいところは違うので、ローカルルールと言

いますか、それに従わざるを得ないということ

ですね。 

 小島さん、何かございますか。 

○小島あずさ氏 運営の仕方の工夫としては、

あり合わせの、例えば、カレンダーの裏側とか

に、今日のここの海岸の分け方はこうですって

いうのを書いて、張り出して、最初のご説明の

ときに、今日はこのようにごみを分けて下さい

と表示をすると、親切だと思います。 

 もう一つは、須磨会場でやられているように、

最後、参加者がごみをもって集まってくるとこ

ろに、できればスタッフの方がついて、勝手に

どんどん置いていかれないようにチェックをし

ながら、持ってこられたごみを引き取るってい

うやり方をすると、後でスタッフだけで分け直

すような手間が省けるかと思います。 

○松田治氏 ありがとうございました。 

 そうすると、その参加した個人によっては、

違うとこから来た人は少し違和感がある分類に

なるかもしれないけれども、そこの、地元の方

式に従うようになるべく徹底するっていうこと

で、大体よろしいでしょうか。 

○会場 わかりました。 

○松田治氏 ありがとうございました。 

そのほかにご質問やご意見いかがでしょうか。 

○会場 この種の会合に初めて出席さしていた

だきまして、非常に感銘を受けたんですが、大

きな疑問も１つわいたんです。 

 先ほど来ですね、浮遊ごみだとか、あるいは

沈んでるごみだとか、いろいろとごみの、いわ

ゆる下流側の議論があるんですけれども、どこ

からそのごみが出てきたのということですよね。

普通、想像すれば、誰かが海岸へ来て、捨てれ

ば、非常によくわかるんですけれども、先ほど

の淀川系のごみ、あるいはそのもっと上流に行

けば、陸上のごみもある。その陸上のごみが結

果としてですね、何らかの形で海へ出てくるん

です。 

 となれば、１つの調査の方法としては、直接
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ですね、その発生源の原因をきちっと調べて、

それが何なんだという研究はどうなってるのか

なということが１つあります。 

 それから、もう一つは、これは意見なんです

けど。さいの河原の石積みだということで、先

ほど成ヶ島のお話がありましたけれども、年に

１回、２回、イベントでですね、おもしろおか

しくやるのは、みんな参加します。でも、本当

に持続的に継続性の確保のためには、やっぱり、

資金も要りますし、何よりも満足感の充実とい

うのが要ります。 

今のところ、お聞きしてますと、ボランティ

アに依存するということだけが１つの解決策の

ような例の発表ばかりですから、私は、ちょっ

と、それでは、このごみ問題、何十年続くのか

なという疑問を持っておりますので、これは、

今日すぐにも回答はできないだろうと思います。

私ども共通の勉強課題だと思いますが、上流側

できちっとするというそのあたりの調査活動が

どうなってるのかっていうことと、それからも

っとさかのぼれば、発生者、すなわち材料メー

カーだとかですね、そういうところに、いわゆ

る炭素税と同じような税金で資金をきっちり先

にとってしまってですねえ、捨てるのは、庶民

ですから仕方がないです。たばこも吸えば、捨

てますから。それを回収するっていうのは、や

っぱり、資金をきちっと上流側でとる。すなわ

ち、製造者責任を初めからもうきちっとするよ

うな立法ですね、ということで、２点です。 

 一つは、その強制の立法的な方法で資金を確

保するという法律ではどうなってるのか。それ

から、源流側の調査はどうなってるのか、この

２点でお答えいただきたいと思います。 

○松田治氏 大変大きなご指摘で、ありがとう

ございます。 

 その２つはいずれも、今日のパネルディスカ

ッションの大きなテーマになるところで、これ

から様々な意見が出てくるところかと思います。

今すぐにお答えしにくいと思いますので、これ

からまとめていく過程で、その根本、原因を絶

つということ、それから制度と資金の問題はい

ずれも大きな課題だと思いますので、これから

のパネルディスカッションのテーマとして取り

上げさせていただきます。いずれも非常に重要

ですけども、実際には、相当難しいという問題

だと思いますので、これから討議を少し、一緒

に続けていただいて、また終わりのところで、

まとめさせていただきます。 

 それでは、ここで基調講演でも大きな提示を

いただきました藤枝さんからただいまの５人の

パネリストの報告に対してコメントをいただき

たいと思います。 

○藤枝繁氏 今、地域で皆さん活動されるお話

を聞きまして、私も鹿児島の方でコーディネー

トしてるんですけども、今の分別の話、それか

ら製造者責任の話、私は、特に発泡スチロール

について先ほどちょっと重点的にお話したんで

すけども、これらについてコメントしたいと思

います。 

海岸にあるごみというのは、種類的には、１

００種類以上ありますし、１種類が１カ所から

出てるわけではなくて、それがまた１００、２

００、そんな数じゃなくて、人間がいるだけ、

ポケットがあるだけ、指があるだけごみが出て

くるわけですね。 

ですから、１カ所つついてごみが解決すると

いうのは、なかなか難しい。 

特に、先ほどの被覆肥料ですとか、それから

カキ養殖に使うパイプ類ですとか、養殖に使う

フロート、ああいう明らかに出てくるとこがわ

かってるものについては、協力を求めて、改善

策を考えていきましょうっていうことを一つ一

つ積み重ねないと無理なんですね。 

それと、製造者責任の話なんですけども。私

もこの発泡スチロールのフロートの問題に取り

組むときにですね、初めは漁業者の皆さんに何

も言わずにやろうかなと思ったんですけども、

後ろから刺されたら困るなあと思ってですねえ、

やっぱり、これは水産業が栄えない限り、漁業

者もフロートを処分する力がなくなってしまう
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んですね。 

要するに、うちらも倒産しかかってるから、

もうそんな環境問題なんかどうでもいいよって

言われると、解決しないんです。だから、逆に

言うと、皆さん、鹿児島のブリ、カンパチ食べ

て下さい。営業部長として、宣伝しに来たんで

すけども、産業として、経済として、逆によく

ならない限り、ごみという環境問題は解決され

ないと私は考えています。 

ですから、どっかの悪者見つけて、そいつを

徹底的にやっつけるという今までの公害問題と

はちょっと違った視点でやらないといけないと

いうところに、今までの環境問題と違うこのボ

ランティアという存在がちょっと重要になって

きてるのかなあと思っています。 

ボランティアがすべてこのごみ問題を解決す

るというのは、無理で行政にやらしとけってい

うとこもあるかもしれないですけども、それも

無理でしょう。我々がちゃんと前に出ないとい

けないという環境問題の１つの事例だと思って

ますので、そういうところを皆さんと今日は討

論できたらいいなと思っています。 

○松田治氏 ありがとうございました。 

 今までの発表やご意見それからコメントをま

とめさせていただきますと、実際には広範な問

題が絡むんですけれども、少し議論をしやすく

するために、２つのベースと言いますか、プロ

セスに分けたいと思います。一つは、例えば、

皆さんが地元で活動してるような、いわゆるグ

ループ内部の問題と言いますか、今、ボランテ

ィア活動とありましたが、それをいかに貢献や

楽しさを実感できる活動として続けることがで

きるかという、いかにしてそれを実現するかと

いうようなグループ活動の仕方の問題と、もう

一つは、その活動を、先ほどもご提案がありま

した根本問題の解決につなげるところ、そこに

はもちろん制度の問題それから資金源の問題、

研究の問題、いろいろ大きな問題も絡んできま

すが、大体その２つに分けて、議論を進めさせ

ていただきたいと思います。その中で、小島あ

ずささんからもお話しがありましたような費用

負担の問題あるいは連携をどうするかという問

題、広くは国際的な連携も絡んでくると思いま

すが、少しの間、このグループ活動の仕方につ

いて議論したいと考えています。実際に、長く

続けるにはなかなか難しい問題があると思いま

すので、こういう活動をしてるとこんな役に立

つんだということを実感できるような、あるい

は活動することがなかなか楽しいし、おもしろ

いんだと、さらに、いかに多くの人を巻き込ん

で点から面に広げていくかというような、その

あたりの点でどなたか、ご意見をお願いします。 

○花野晃一氏 藤枝さんがえらい発泡スチロー

ルのことにこだわっとるみたいですけど。発泡

スチロールは、これはフロートだけでない、と

ろ箱（魚凾）も発泡スチロールなんです。 

 発泡スチロール、今ねえ、捨てなくても、海

辺に置いとけばねえ、捨てたことになるんよね、

風で。 

それがねえ、今、流通の形態が変わりました。

昔はねえ、１０キロの形態がね、現在は５キロ

になり、３キロになりねえ、もう箱自体がな、

倍々ゲームになる。その上に、まだ氷が溶け出

さんようにふたつきになってしまった。昔は、

その発泡スチロールいうのは、全部重ねてねえ、

ずっとこう、その氷を溶けないように上だけふ

たをすればよかった。で、それがもうスーパー

の規格に合わされる、そういうとこでね、全部

が２キロ、３キロふたつきの状態なんです。そ

れも１回しか使えないんですよねえ。 

 もう海岸ばたなんかは、不用な箱ストックし

ておく、まだ使えるかなあともったいない気持

ちが海岸へ置いとけばねえ、もう自分自身が捨

てた意識がないのよ。 

 風の吹いとるときにねえ、海を見たらわかる。

発泡スチロールがね、パタパタパタパターと海

の方へねえ、吹けてこう、海を滑り落ちて、飛

ぶような状態。その発泡スチロールいうのは、

これが又始末に悪いやつでねえ、もやしたら真

っ黒のけむり、島でもやすと、それはもう焼却
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していると言う、のろしを上げるようなみたい

なものです。 

そして、発泡スチロールの中で１つの環境が

出来つつある。というのはね、発泡スチロール

のごみの中でアカテガニは巣を作らないで、夏

の暑さや、冬の寒さを防ぐという、その中へ小

動物が入り込んでいます。その発泡スチロール

の中はムカデとか、ヘビとか、カニとかの小動

物は好きみたい。 

植物は、根元を覆うさかいに、小生が生えな

い。ところが、生長した植物いうのは、発泡ス

チロール大好きなん。その根元にあったやつが

容器やから雨水のあふれた水が常に根元にいく

し、なおかつ冬の寒さを防ぐ、夏の暑さを防ぐ、

発泡スチロール好きみたいやで。 

 それから、タコがなあ、どういうか、海底で、

冬場になったらなあ、スーパーの袋にくるまっ

て網にかかるというの。そんなごみも 1 つの環

境の一部になりつつあるということは事実なん

やわ。 

○松田治氏 ユニークな視点も教えていただい

て、大変ありがとうございました。 

 そうしますと、その発泡スチロールの問題は、

今までも出ました、かなり特定のごみ問題とい

うよりは、我々の日常生活とか、産業活動の中

で出てくるものをどうするかという問題でもあ

ることが分りました。このようなテーマは、今

日の発表でも相当大きな部分ですので、特に政

策提言とか、リサイクルとか上手につなげてい

かなければならない問題だと思います。 

 じゃあ、そちらのご質問をまず受けて。 

○会場 私は、成ヶ島を美しくする会の山中と

言います。 

 今日のこの話の中でたばこのフィルターが一

番数が多いっていうそのデータがすごく不思議

なんですね。 

 というのは、そんな小さなものが多いってい

うのは、大きいごみがもうないから一生懸命探

すからそういう小さなごみに目がいくんだと思

うんですよね。 

 須磨の海岸、年に２度やってるとおっしゃっ

てますけども、須磨の海岸ですと、行政の方が

あらかたやってると想像できるんですよね。他

の団体も年間にもう何百回と行ってると思うん

ですよね。そういうところを一生懸命念入りに

やると、たばこのフィルターというような、そ

ういう小さいのしか残ってないからそういうデ

ータになると思うので、我々のやってる成ヶ島

のようなところですと、行政が全然やってない

ような関係なんですよね。 

 ですから、年に１度とか、２度基礎データを

出すっていうのが、それはその環境に対してど

んだけの効果があるのかっていうのをちょっと

疑問に思ったんですけども、それは、今日参加

しての感想です。 

○松田治氏 ありがとうございました。 

今の須磨と成ヶ島ではかなり状況が違います

ので、データの読み方については、いろいろ議

論があるんだと思うんですけども。その辺、や

っぱり小島さんかな。 

○小島あずさ氏 ご懸念があるのはもっともで

す。場所によってごみの特徴は全く違うんです

ね。イベント的にと言いますか、年に１回人が

集まりやすいところでやる場合と普段ほとんど

人が入らない、それから植生への配慮から少人

数でやっておられるところが同一のところで論

じられるわけではないんです。 

それと、もとより、学術調査のような精度の

高いものではないんですね。もともと世界中で

任意の人が任意の場所で、できるだけの面積で

やりますから結果について研究者が一定の面積

でずっと毎月毎月調査をするような精度の高い

ものと同じ使い方をするんではなくて、組成比

だとか、それから傾向とか、同じ場所で続ける

ことで、そこの場所でどういう変化があるか。

それから、他のところと自分のところの比較に

よって違いや特徴を見出す、そういうデータの

読み方をするものです。 

 で、須磨海岸とか、私がふだん活動している

神奈川の湘南のようなところは、利用も多くて、
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ごみも多いですけれど、いろんなボランティア

団体が活動しますので、自分たちが調査をする

のは、１年たまった分をそこでやるわけではな

いので、そういう読み取り方はしていないんで

すね。使い方がちょっと違うということでしょ

うか。 

○松田治氏 ですから、多分、データの精度に、

かなりばらつきがあると思いますけども、ただ、

一般的にかなり人の出入りの多いところでたば

このフィルターが多いっていうことは、相当多

くのデータが示してるんですね。 

○小島あずさ氏 もうちょっと補足しますと、

年１回だけの任意の子どもも含む不特定多数の

ボランティアで集まるデータなので、そこには

精度を求めるのではなくて、数字の傾向で全体

を把握しようということと、調べたことに一人

一人が参加することによる啓発効果への期待と

いうのが特徴です。 

 アメリカでは、精度をもっと高めるために毎

月１回、５年間、いろいろな特徴がある１８０

カ所の海岸で、国がお金を出して地域のボラン

ティアが参加して調査をするというやり方、性

格の違う調査を組み合わせて実態把握するとい

うことをしているそうです、参考までに。 

○松田治氏 ありがとうございました。 

 それでは、ここでちょっと、先ほどご発表い

ただきましたパネリストの方から、何か今まで

の議論に対して補足やご意見いただきたいんで

すが、どういう順番でも結構ですが。原さん、

何かございますか。 

○原賢治氏 １点ちょっと言い忘れたんですが、

やった結果をその参加した方々にどう伝えるか

っていうところとその募集の段階で、どう広報

をするかというところです。 

 最近、やっぱりインターネットも普及してお

りますので、ホームページを通じて広報とか、

そういうお知らせをするということもございま

して、今日は、そのホームページを担当しても

らってる古川さんも来てますけど。常に新しい

データに更新していくというふうなところも必

要だと思います。 

 それから、先ほど、運営に向けてずっと継続

してやっていくにはという課題がございました

けど、スタッフ間の連絡は、日中は仕事をして

いるので、帰ってからインターネットの電子メ

ールを使って、常にメンバーとの情報をやりと

りしています。 

みんなが歳をとったら、もうできなくなるな

あと思っていましたけど、各企業さんが、「去年

参加したけど、今年はいつやるのか」という、

過去に参加した方々の問い合わせや、自治会の

方から、「今度はいつやるんですか」という問い

合わせに、支えられて今まで続けられてきたな

あと思います。今度いつやるかという問い合わ

せがなければ、もう止まってしまったかなと思

います。また、過去に参加した方々にはダイレ

クトメールを送ったりしてきた結果、今日に続

いてきたのかなあと思っています。ちょっとし

たことの積み重ねを繰り返すということが、や

っぱり将来に続いていく秘訣かなあと思いまし

たので、補足さしていただきます。 

○松田治氏 ありがとうございました。 

 次の塩飽さんの先ほどのご発表は、本当は、

相当深刻な問題を予感させるデータでありまし

て、というのは、ビーチはある意味じゃ、例え

ば宇宙から見れば、線的ですけど、海底ってい

うのは、もう面的で、地球表面の７０％もある

わけですから、海底ごみの実態が明らかになる

と、相当深刻な長期的な影響もでてくると思い

ますが、余りデータがないわけですね。 

それからさらに、先ほどありましたように、

流域とビーチと海底の問題は、多分関係してる

わけですよね。流れてくる長年のものがたまっ

て、海っていうのは、そういう意味では、最終

的なシンクと言いますか、上流から来たものは、

最後に海底にたまるわけですので、相当問題が

大きいんですけども、その辺を含めてコメント

をお願いします。 

○塩飽敏史氏 まず、先ほど松田先生もおっし

ゃられていましたように、この海底ごみの問題
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というのは非常に大きな問題です。今回、私ど

もが調べて、瀬戸内海というのは、閉鎖性海域

で、ごみが溜まりやすいということで、１つ大

きな特徴はあると考えられます。ただ、そのほ

かにも、先日ニュースで、日本海溝にしんかい

何千とかいう船が潜ってみると、マネキンの首

が沈んでいて、人が沈んでるのではないかとい

うので、何かギョッとしたようなニュースも出

ていたのですが、そういったところからも、瀬

戸内海だけでない、海洋全体を含めた非常に大

きな問題としてとらえなければいけないと思い

ます。 

海洋ごみの中で、海底のごみというのは、全

体の９割を占めているとも言われていますので、

漂着ごみに比べて、やはり、目に見えないとい

うのが１つ大きな問題になると思います。 

それと同時に、この海底のごみの問題で、海

底というのは、海洋もですが、先ほども言われ

てましたように、国境は、人間が決めてるけれ

ども、実際、その上をごみはいくらでも流れて

いきます。海底も同じように、そういった境目

がなくて、海の上よりも海底になると、さらに

わからなくなってしまいます。これはもう、先

ほどから言われてますように、全体的な問題と

して考えなければいけないというふうに思いま

す。 

そういった上流から海岸に流れてきて、海は

最後の最下流部ということになると思うのです

が、そういった意味で、先ほど、根本を絶つと

いう話と、それから生産者責任という部分で重

なってくると思っています。やはり、データの

中からも、日常生活から排出されていると考え

られているものが非常に多いということもあり

ますので、もう国民全体の問題として、やはり、

これは行政の方で、全国的な問題としてきちっ

とした対策を取る必要があると思います。例え

ば、使い道のよくわからない消費税の増税など

行うのではなくて、こういった海洋ごみ対策税

というような形で、国民全体のコンセンサスを

とって、きちんと理解をしてもらって、みんな

がそれぞれ出してるつもりはなくても、出てる

んだよ、これは国民全体の問題なんだよという

ことで、国民全体に理解をしてもらって、そう

いった法律的な、対策をとるということが重要

なのではないかと思います。 

それから、グループ内部の問題で、いかに継

続させていくかということで１つ、私どもの調

べている海底ごみに対する事例の中で、ボラン

ティアというところとはちょっと違うのですが、

ひとつ参考になるかと思います。 

先ほど、日生町漁協が１０年来取り組みをさ

れているということでお話をしたのですが、そ

の日生町漁協は、取り組みを始めるに当たって

水産関係ですとか、海洋関係の専門家の方をお

招きして、勉強会をやって、漁師さんに向けて

勉強をしてもらって、ごみが堆積することによ

ってこんな被害があるんだよ、こういう影響が

あるんだよというのをきちんとみんなに啓発を

していました。そして、ああ、そういうことな

んだから、やっぱりやらなくちゃいけないなと

いう意識を持ってもらって、それから取り組み

を始めたということです。漁協全体がそういっ

た高い意識を持ってやっておられるというのは、

１つ大きな特徴だと思います。 

○松田治氏 ありがとうございました。 

 確かに、大きな日本中にかかわるような法律

を変えるとか、そういうこともありますけども、

日生町の例は、やっぱり、その取り組み方によ

っては、現行の法制、制度なりの上でもある程

度まではできるっていうことを示してる例じゃ

ないかという気がします。 

ありがとうございます。 

 それにつけても、その缶ビールの２００３年

ぐらいのが多いっていうのはですねえ、ちょっ

とショッキングで、子どもはビール飲まないで

すからねえ。やっぱり、大人が相当マナー含め

て悪いんじゃないですか。 

○塩飽敏史氏 そうですね、やはり、実際、船

の上で飲まれている方で、レジャー客が出した

ごみが非常に多いのではとも思われるんですけ
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れども、あと、最近、新しいものでは、ビール

も多いですが、結構缶コーヒーも多くて、やは

り、何にしても、そういったものをいくらでも

買って、飲めるというのは、大人の方が多いと

思いますので、そういった大人のマナーという

のも１つ大きな問題だと思います。 

○松田治氏 ありがとうございました。 

 それでは、発表の順で、遠井和さん、流域の

方から見て何かありますか。 

○遠井和修氏 それでは、継続という点なんで

すけども。機構の方は、主役というよりも各河

川のボランティア団体が主役になってございま

すので、その方々の活動をいかに続けてもらう

か。それと、その方々の意識、先ほど言いまし

た流域っていうことを考えてもらうかっていう

ところがうちのポイントになってございます。 

 そういったことで考えますとですね、今は、

うちの事務局とその各ボランティア団体との１

対１のお話という形になってるんですけども、

それだけでは先には進まないと思います。 

今後ですね、できたら、そのボランティア関

係の横のつながりっていうのを機構としてはも

う少し何か工夫ができたらなあというふうに思

っております。 

 それによって、また横の関係が広がっていけ

ば、どんどん数的な話も増えていくかなという

ふうに思ってます。 

○松田治氏 ありがとうございました。 

 連携や協力の仕方をそのビーチごとに工夫し

あるいは上・下流をつないでいくというような

ことですね。 

○花野晃一氏 皆さん、漂着ごみの清掃は楽し

いですか。これは、楽しないと思う、絶対。続

けられると言えば、続けることも楽しい。その

漂着ごみを対象にして、漂着、海岸の清掃をし

てなあ僕達は、その後で、みんなでビールを飲

むのが楽しいと思うんやな。 

 そういうことなんですよ。もうとにかくねえ、

何かにかこつけて、やらないと、そんな海岸に

へばりついて、次から次に流れてくるごみを、

鉢巻き締めてやってたら、とてもできるもんで

ありません。 

 真剣に取り組むとはらがたってくる、そんな

ようなものです。それに集う仲間でな、たまに

は一杯でも飲んで、するのが、それが楽しいい

うような、もう肩抜いたことをやらんと、とて

もじゃないけど、続くもんでもないと思います

よ。 

○松田治氏 ありがとうございました。 

 中西さんからは、お楽しみのやり方も紹介あ

りましたけど、この、今映ってるスライド含め

て、それからその前のどういうふうにプロセス

を続けていくかっていうようなかなり包括的な

ご提案もありましたので、その辺も含めて少し

補足をお願いいたします。 

○中西敬氏 大変大きな問題だと思います。今、

花野さんがおっしゃったみたいに、ごみを回収

する活動はそんな楽しくないから楽しくするた

めの仕組みは絶対要ると思うんです。そういう

面でいくと、私は、先ほど申し上げたように、

いろんな人とのつながりがあってよそからお手

伝いに来たんでいろいろ難しいことがあると思

うのですが、楽しみながら続けていけるのは、

やっぱり地元の方々のつながりだと思うんです

よ。何かちょっと来て手伝ってと言うのなら、

活動できますが、やっぱり、やっていくのは地

元の方々のつながりだと思うので、そこで、人

と組織っていうのは非常に重要になってきて、

その中で楽しみも生まれてくると思うんですね、

それは、じゃあ、どんなやり方が一番いいのか

っていうのは、もう統一した答えは、ないと思

うんですね。 

ですから、地域で頑張って下さいよ。我々も

自分の地域では頑張るから、後はみんなで応援

し合いましょうねっていう形で知恵を出し合う

とか、工夫を教えあうとか、こういう場で情報

交換をするっていうことで、組織づくりと継続

性を確保したらいいかなあと思います。 

それと、先ほど、川上はどうなっているのか、

川の調査はっていう話がありましたけども、実
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は、去年、何カ所か、リセットするときに隣接

する川を、水源地まで調べさせていただいて、

その結果やっぱり、河原にたまってるごみと海

に出てるごみは、組成がよく似てるんですね。

農業系のごみもあったり、ただ、だけど、それ

は確実にそこに来ているとは言えないんですけ

ども、調査の結果からは、やっぱり、海辺でレ

ジャーの人が捨てるよりも、川から流れてきて

る方が断然多いだろうなっていう気はしました。 

ということは、やっぱり、日常生活の問題に

いきついて、モラルのことになってしまうんで

すけども。そうすると、よく出てくる環境教育

みたいな話になるんですけどね。でも、子ども

は、あんまりごみを捨てないっていうか、ほと

んど捨てないんです。だから、我々、環境教育

とか言うときは、大体、子どもに向けた教育な

んですけど、実は、我々自身、大人の教育が一

番足りてへんのちゃうかということで、大人に

対する環境教育の機会というのは非常に重要な

んだろうなあと考えます。 

子どもたちに、「君ら、こんなん汚れてるやろ、

すごい汚れてる。これ、君たちが捨てたごみや

ねんで、どっからか来るんやで」って言ったら、

「僕らは捨てへんもん」て、言い切るんですけ

どね。大人はやっぱり捨てますよね。その辺の、

もう我々も含めてみんながそれに気づくという

か、意識することがすごい重要だというふうな

気がします。 

○松田治氏 ごみについての川、浜、海のつな

がりっていうのは、比較的最近取り上げられて

いるわけですけど、川から流れてくる目に見え

ない水質の窒素やリンなどの赤潮のもとになる

ような栄養塩なんかはもう当然昔からとり上げ

られている訳です。それについては、瀬戸内海

でも総量規制とか、いろんな規制をやってるわ

けですが、ごみの場合は、ほとんどそういう制

度もないということで、これからの課題だと思

います。ただ、そういう環境管理と言われてる

分野では、今、その流域管理で陸の土地利用と

か、生活の仕方と川と海と森ですか、山、川、

海とつなげるというのは、かなり、だんだん主

流の考え方になってきてます。 

 やはり、そこにごみも入っていかないといけ

ないという気がします。 

○会場 私は、花野さんのやってます成美会の

応援団をしております。 

皆さんに１つお聞きしたいんですけども、何

のために海岸清掃をなさってるんですか。 

何のためになさってるのか、それが自分のた

めなのか、あるいは人のためなのか、あるいは

動物のためなのか、その辺のところがちっとも

明確でない。 

例えば、私自身も中西先生がおっしゃったよ

うに、外部から来てる応援団ですけども、結局、

外部から来て、遠くからやってきて、あちこち

の浜の清掃に参加するっていうと、はっきり言

ったら、何のためかわからない。本当にそこの

浜の生態が、非常に大切だと思ってやっておら

れるんだったら、それは立派だけど。たまたま、

今日来て、やったって、そんなもんはわかるわ

けない。そうすると、じゃあ、景観ですか。そ

れとも、日々のその浜にいて遊ぶのによくない

からですか。その辺がちっとも明確でないのに、

ボランティアでやってらっしゃるけど、何かそ

の辺にね、すごく、何て言ったらいいのか、や

ってやっとるぞというね、極めてふそんなもの

をちょっと感じます。 

それから、もう一つ、これ、どういうふうに

お考えなのか、教えてほしいんですが。 

今ひとつ、もとを絶つ努力、先ほどおっしゃ

った、これ、やっぱり一番大切だと思うんです

よ。 

でも、本当に人間、元を絶てますか。教育で

あったり、何であったりしますけども、そのと

きに、ここにいる人も含めて、一人一人が、完

全にそれを自覚できたら、多分ごみはなくなり

ます。 

でも、じゃあ、それで産業が成り立ちますか

って言ったら、もう途端に成り立たなくなって

しまう。 
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結局、ごみの問題、ごみの問題って言います

けど、一体ごみって何ですかっていうことをこ

こから考えなきゃならない。 

実は、私たちが今、こうやって持ってる。こ

うやって手に持ってる間はごみじゃないんです

よ。これ、ぽっとほってしまった途端にごみに

なる。 

ところが、これは冊子ですから捨てたりはし

ませんけども、例えば、そこにあるようなペッ

トボトルとか、アルミ缶、これ、中身が入って、

飲んでるうちは自分のもんですけれども、飲み

終わったからって、どっか道路わきにでもポン

と置いたら、もうこれはごみになってしまう。

じゃあ、それ、本当にごみですか。実は、アル

ミ缶でも、ペットボトルでも、発泡スチロール

でも徹底的に電気とエネルギーと、それから石

油を使って作り上げた、実は資源なんです。 

ですからね、そういう資源であって、いくら

でも使いようはあるんです、使おうとすれば。 

ただ、海岸に散らばってるものを集めて何か

つくれって言われたって、先ほどの漂流仏ぐら

いしかつくれないんですけどね。 

でも、結局、その捨てる前に何とかできるよ

うな教育をちゃんとしていかなきゃならない。 

ということは、産業構造とか、教育とか、あ

あいう法律も含めて、その辺のところまでどん

だけ踏み込めるんですか。 

例えば、こういうとこからそういう提言をし

て、ちゃんと取り上げていただけるんだろうか。

もし、いただけるなら、もうとっくに解決して

る話のはずなんだけど、その辺をどういうふう

にお考えなのか、少し教えてほしいと思います。 

○松田治氏 それは、今後の議論での大きなテ

ーマですけど、もちろんまだ、こういう活動の

力って言いますか、歴史が十分でないから、も

ちろん十分でないですけども、いくつか藤枝先

生が紹介されたように、そのメーカーサイドと

か、あるいは行政につなげるとか、そういうこ

とで、政策的な提言、実質的な提言ていうのが

まったく無駄ではないっていうことは、今日も

示されてると思います。やっぱり、そういう方

向へ、いろんなグループが、単独のみならず連

結して、影響力を強めていく必要があるんじゃ

ないでしょうか。単にどういう法律をつくれば、

世の中動くってものでもないような気がするん

ですが。 

○会場 いや、法律は、多分、一番良くない方

向だと。やっぱり、そういった意識が大事です。 

○会場 東浦町の城下と申します。 

 そういう難しい話をですね、私、よくわから

ないんですけれど。とにかく、私の近所に、大

磯海岸言う海水浴場があります。 

ところが、私の子どものときは、ごみなんか

なかったんですよね。走り回ったって、けがす

ることの心配はなかったんです。 

 ところが、今はもう、ガラスの瓶は落ちてる

わ、もう貝殻から釣り用具の針やら落ちてるわ、

子どもがけがをせんか、心配です。そういう意

味で言うと、私は海が好きやから掃除したかっ

た。汚かったから掃除したかった。子どもがは

だしで走り回れる環境を作りたかったから掃除

したかった。だれがごみをほったとか、そんな

んどうでもええねん。ただしね、きれいなとこ、

やはり、きれいにしたかった。それが大事です。 

 それとですね、やっぱり、私の子どものとき

なんかは、魚もたくさんおりました。こんな赤

潮なんか発生することなかったですわ。 

大阪とか、神戸で、こんだけ下水道に、金か

けて処理したにもかかわらず、何でこない毎年、

９月になったら赤潮が発生するんやと。それが

不思議でたまりません。その製造元責任という

のであれば、見えるごみと、見えないごみ、一

番怖いのは見えないごみですわ、ある意味では

ね。私の子どものとき、親父は宇和島で漁師を

してたんですけど、生けすに魚なんか、キスと

か、ベラがいっぱい釣れました、底が見えるぐ

らい。今、その５０分の１も釣れません。 

漁師と話をしたときに、この海の自然を豊か

な海に戻すのは、５０年かかるて言いました。

そんな海にだれがしたいう議論、そういう難し
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いもんじゃなしにしたって、生活のスタイル変

わってんのやね。木がプラスチックに変わり、

そういうのに変わってきて、海岸線を埋め立て

て、護岸工事して、そういう環境の中で、ごみ

がどんどん増えてきてもね、砂浜の海岸は、フ

ィルターの役目するんですわ。ただ、そういう

ところがなくなってきたために、海はもう、見

た目にはきれいだけれど、漂着物のごみが、海

岸線、セメントのとこに流れ込まないから、成

ヶ島とか、そういう砂浜のあるとこ、大磯の海

岸とかに、流れ着くしかないんですよ。それが

今もう、セメントの壁にぶつかって、ぶつかっ

て、しまいに海の中へ、底へ沈むか、近くの砂

浜の海水浴に流れるんですよね。 

 ハワイでも、かなりの砂浜がなくなりました。

それと同時に、砂浜に上がるごみが増えました。 

だから、これ以上は、環境を悪くしてほしく

ないというのと、やっぱり、見えるごみ以上に

見えないごみが、非常に怖いんです。それもま

た、今後の論議として検討して下さい。 

○松田治氏 ありがとうございました。 

 活動に取りかかるきっかけ、気持ちはそれぞ

れ個人差があってもいいと思います。 

 それでは、時間が少なくなってきましたが、

少し根本問題の解決について、一番初めにフロ

アーからもご提案ありましたけど、そのための

制度や資金源とかですね、その辺、なかなか難

しいとこですけど、もし、パネリストからでも、

フロアーからでもご意見をいただければと思い

ますが。 

○会場 全然難しい話じゃないんですが、私の

体験の中で、上流側砂地、だれがどこで何をし

てるんだという議論の中で、特に淡路島の中で

は、小さな公園だとか、あるいは国営公園のよ

うな大きな公園だとか、いろんな公園があるん

ですよ。 

 その中にごみ箱が、ものすごく少ない。それ

から、道の駅だとか、要は、人の集まるところ

にごみ箱がないんですよね。お持ち帰り下さい

って書いてあるんです。誰だって、食ったもの

の汚いものね、磨いてる車の中に入れたくない。

そうすると、ちょっとこう、草むらに捨てよう

か。それが風で飛ぶ。川に流れる。 

そこで、そういうところを管理されてるとこ

ろに聞いたんです。なぜごみ箱を置かないのと。

どんどん置けばね、ごみが散らなくなるんじゃ

ないですかと。ペットボトルにしても、缶にし

ても。 

そうすると、ごみ箱を置くとね、外から持っ

てきたごみが捨てられるって言うんですよね。 

ごみ箱の本来の仕事は、用途は、ごみを集め

ることであって、どこのごみでもいいじゃない

のと。家庭ごみ持ってこられたら、また行政が

困るなんて、小さなこと考えてるのかどうか知

りませんけど、ごみ箱を公園に置くと、ごみが

捨てられる。だから、公園に置かない。それで、

お持ち帰り下さいと書いてある。これではね、

だめだと思います。 

先ほどの海の話ですけれど、私は、個人的に

は海がきれいであってほしい、海岸がものすご

く汚い。ごみを何とかしたい。それで、上流側

できちっとするためにはごみ箱を置く。人が通

るところへ全部ごみ箱を置いて下さいと。家庭

ごみであろうが、何のごみであろうが、構いま

せんよと。危険物はだめですけどね。それぐら

いのことをすべきだと。お金が要ります。 

先ほどご提案ありました環境税って。とれば

ええんですよ。私はそう思います。メーカーか

らとるのか、消費者からとるのか、要は、出す

側の人から自動的にとって、そのお金でごみ箱

を整備すれば、ちょっとは河川から流れるごみ

が少なくなるんじゃないかなと、こう思ってま

す。 

○松田治氏 ありがとうございます。 

 ただ、ごみ箱の話は、今、全体的な傾向とし

ては、例えば、山とか、自然公園とか、湖とか、

ああいうところではむしろごみ箱を減らしてい

く方向にあるわけですね。 

 ですから、少しいろんな方面からその土地、

土地に応じて検討する必要があるかと思います。 
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 というのは、例えば、先ほど出てきた浜でも、

あそこにあるごみがその浜で捨てられたものな

のか、よそから流れ着いたものなのかは、こう

いう調査をして検討しないとわからないですよ

ね。すると、場合によって、そこで捨てられる

ごみが少なくて、流れ着いたごみが多いとこで

は、ごみ箱置いても、余り効果がないかもしれ

ないですよね。 

○会場 いや、ほとんどがね、河川から僕は来

ると思ってるんです。成ヶ島で捨ててる人なん

ていないと思います。だから、どこで捨ててん

のかいうと、やっぱり京阪神のグローバルなレ

ベルの皆さんが捨ててるから、それをやるため

には、淀川系も、何系も全部ごみ箱を置くぐら

いのことをやればいいと。 

○松田治氏 それは、またこの琵琶湖・淀川水

質保全機構でもご検討いただくことはできるか

もしれません。 

○会場 このままだったら、３０年、５０年か

かります。ごみ箱置くんは、１年でできる。 

○松田治氏 ありがとうございました。 

 そのほかに、この際というご意見をお持ちの

方、ぜひお願いします。 

○会場 私、淡路島公園の楽しむ会というのを

お世話してます。先ほどごみ箱のご意見ありま

したが、確かに、ごみ箱はございません。ごみ

箱を置いたら、ものすごくいっぱいになります。

持って帰って下さいと言うても、置いていきま

す。どちらにしてもだめなんですわ。 

 だから、今言ってるように、皆さんが、今こ

こにボランティアでごみを、海岸で拾ってるん

ですけど、自分が帰って、家庭へ行ったら、自

分たちはどうしてますか。ほってるんじゃない

かと思います。 

 私はね、漁師で、ノリの生産やってます。先

ほどから海底のごみの話がでてます。ノリは、

網がどうも調子ののりが悪いとなりましたら、

切って、海へ捨てます。捨ててます。だけど、

こういうことには参加して、何とかしたいなあ

と気持ちはあります。ここがおかしなとこなん

です。 

 そして、もう１点は、人材と人づくりと活動

資金と持続的なキャンペーンと満足感。これ、

ボランティアいうたら、できません。お金もら

えませんもん、これ。どっから出てきますか。

皆さん、一生懸命、何や、それぞれのボランテ

ィアで集まってきたら、これくらい集まりまし

たとか言ってます。淡路では、企業からの賛同

がございません、ほとんど。その中でボランテ

ィアが遊びに来て下さいという、これはできな

いことなんです。それをボランティアでやって

んねんけど、今、ものすごく困ってるんです。 

 先ほども森川さんと一生懸命、いろいろと模

索してますけど、やはり、先ほどの中西さんで

すか、モニタリングで一年間やりましたと。あ

と、何名かの人材が継続してくれてますいう報

告がありました。組織づくりと活動資金と持続

的な可能性の確保と満足感や、どうなるんやろ

なあというのは、本当に疑問に思っています。 

 自分自身がごみをほります。また、それを拾

いに行きます。これがボランティアでしょうか、

何だろうか、わかりません。 

○松田治氏 はい、どうもありがとうございま

した。 

 そろそろ時間ですが、そのほかには、中西さ

ん、何かありますか。 

○中西敬氏 非常に大きな問題であって、答え

は出ないと思うんですけども、先ほど来出てた

環境税の話とか、何かやっぱり仕組みは要ると

思うんです。私のように外から見てる人間から

すると淡路島っていう１つの固まりをみたら、

大阪とか、神戸ではできないけども、淡路とい

う１つの単位やったら、何か１つの固まりとし

てできるんではないかと思うのです。地域通貨

制度のように、ボランティアしたら、地域通貨

もらえるのは、いろんな町で始まってますよね。

何かごみをテーマに淡路島の中で何かすると、

単に奉仕だけじゃなくて、ちゃんとメリットが

生まれるとか、何か、淡路島独特の、淡路島が

先駆けて何かごみをテーマにやっていけるよう
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な仕組みをですね、法律は、もうそれは大変な

時間がかかりますから、条例もまた大変ですけ

ども、何かそういうのができるようにぜひ考え

てほしいなあと思います。 

○松田治氏 市町村合併とかもきっかけにして、

すぐできるといいですね。 

どうもありがとうございました。 

 今日の課題は、いずれも非常に大きくて、な

かなかすぐには解決できない問題かもしれませ

ん。 

しかし、今日の議論の中で、やっぱり、これ

は相当、これから長くかかわる大きな問題だっ

ていうことは十分に皆様認識、理解できたかと

思います。今日すぐに結論が出るというわけで

はありませんが、私の希望としては、今日の議

論をさらに続けるために、ぜひ皆様もそれぞれ

のグループや職場、局面あるいは私生活の中で、

この問題にぜひ関心やかかわりを持ち続けてい

ただきたいと思います。それを一応最後の私の

メッセージとして、今日のパネルディスカッシ

ョンを終わらせていただきたいと思います。 

 どうも、大変熱心なご討論をありがとうござ

いました。 
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「漂着ごみ淡路島会議」 参加者募集 
  

兵庫県淡路島では、淡路島特有の課題である海岸漂着ごみ対策として、住民等ボランティアを中心と

した「淡路島里海保全隊」を結成し、漂着ごみの回収活動や調査等を行い漂着ごみの防止対策を実施す

ることで、環境立島「公園島淡路」の実現を目指しています。 

今回の「淡路島里海保全隊」の結成を記念して、漂着ごみが有する問題の深さ、広がりを改めて認識

していただくとともに、瀬戸内海を中心とする各セクターの様々な取り組みについて事例報告頂きなが

ら、その視点と方向について参加者が様々な角度からディスカッションいただく機会として「漂着ごみ

淡路島会議」を開催します。 

この会議は、様々な報告、議論を踏まえ、これからの「淡路島里海保全隊」の活動が、持続的で効果

的な地域活動として進めていくうえで、何が必要で、何が求められ、何をなすべきかを考えることを目

的としています。多くの方々のご参加を期待しています。                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日時・受付開始 

○平成１６年１０月３日（日曜日） 

１３時から１７時頃まで 

○受付開始：１２時００分 

■場所 

○兵庫県三原郡南淡町阿万塩屋町７５７－３９ 

（〒６５６－０５４３） 

会場：国立淡路青年の家(TEL 0799-55-2696) 

■定員 

○１５０名程度（先着順） 

■参加費 無料 

■持ち物 

○筆記用具などは各自ご持参ください。 

○昼食は各自でご準備ください。 

■その他 

○当日は、以下のとおり洲本より、貸切バスでの送

迎を予定しております。ご利用希望の方は、裏面

申込書に希望の有無をご記入下さい。なお、最寄

りのバス停までの交通費は各自ご負担ください。

 

■主催 

○漂着ごみ淡路島会議実行委員会 

 

■共催 

○兵庫県淡路県民局 

 

■協力 

○ＪＥＡＮ／クリーンアップ全国事務局 

○社団法人瀬戸内海環境保全協会 

 

■協賛（予定） 

○兵庫県瀬戸内海環境保全連絡会 

○財団法人ひょうご環境創造協会 

○兵庫県漁業協同組合連合会 

○社団法人兵庫県水質保全センタ－ 

○瀬戸内海研究会議 

 

■後援（予定） 

○瀬戸内海環境保全知事・市長会議 

○財団法人兵庫県環境クリエイトセンタ－ 

 

プログラム・参加申し込みは裏面をご覧下さい。 

洲本高速BC発 11:15 → 淡路青年の家着 12:30

アクセス 

<行き> 

JR 三ノ宮発  9:45  →  洲本高速 BC 着 11:05 

<帰り> 

洲本高速 BC 発 18:30 → JR 三ノ宮着 19:44 

洲本高速 BC 発 18:50 → 学園都市駅着 20:00 

洲本高速 BC 発 19:00 → JR 三ノ宮着 20:20 
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プ ロ グ ラ ム 

12：00 受 付 

13：00 開 会 

13：00 趣旨説明「何故、今「里海保全隊」か！」 

挨 拶 西垣嘉夫氏（淡路県民局長） ほか 

13：10 淡路島里海保全隊認定式 

13：30 基調報告「地球環境問題として漂着ごみを考える－我々の暮らしと漂着ごみ」  

報告者 藤枝 繁氏（鹿児島大学水産学部助教授） 

14：20 紹介「国際海岸クリーンアップについて」  

報告者 小島あずさ氏（ＪＥＡＮ／クリーンアップ全国事務局代表） 

14：45 ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ「地域における実践事例報告から今後の取り組みとその視点・方向を考える」 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 松田 治氏（広島大学名誉教授、瀬戸内海研究会議会長） 

ｺﾒﾝﾃｰﾀ－  藤枝 繁氏（鹿児島大学水産学部助教授） 

報告者及びﾊﾟﾈﾘｽﾄ 

・クリ－ンアップ関西事務局－須磨海岸における取り組み 

・みずしま財団－海底ごみ調査の取り組み 

・財団法人琵琶湖・淀川水質保全機構－めざせ！１万人のクリーンアップ 

・成ヶ島を美しくする会－淡路  成ヶ島におけるクリーンアップ活動 

・瀬戸内海研究会議－淡路における漂着ごみモニタリング 

17：00 閉 会 

■参加申込み・問い合わせ先  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＡＸ送信先  078-241-7730 

漂着ごみ淡路島会議 申込書 

ＴＥＬ  
氏  名  年齢  

ＦＡＸ  

住  所  

所属団体名  E-mail  

ﾘｾｯﾄ 
ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ 

慶野松原参加  吹上の浜海岸参加  両方参加 バス利用 有  ・  無 

 
○下記の参加申込書によりＦＡＸ等でお申し込み下さい。       

  

○参加申込み先（問い合わせ先） 

社団法人瀬戸内海環境保全協会内 

（漂着ごみ淡路島会議実行委員会事務局） 

担当：中井、清水 

〒651-0073  

  兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通１丁目５番１号 

国際健康開発センター３Ｆ４号室 

ＴＥＬ 078-241-7720 

ＦＡＸ 078-241-7730 

 

○申込み〆切  平成１６年９月２７日（月曜日） 

 

【リセットクリーンアップ・イベントへの参加募集】 
 

 

国立淡路青年の家

 

 

 

 

 

 

 

【会場】

１０月２日(土曜日)15:00より慶野松原海岸、１０月３日(日曜日)10:30

より吹上の浜海岸にて、それぞれ漂着ごみ一斉清掃(ﾘｾｯﾄｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ)ｲﾍﾞﾝﾄ

を２時間程度実施致しますので、振るってご参加下さい。参加される方は

、下記申込書に○印をご記入ください。なお、詳細については、別途FAX

等でご連絡申し上げます。 
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漂着ごみ淡路島会議実行委員会規約 

 

第１章  総 則 

 

第１条  この規約は、漂着ごみ淡路島会議実行委員会（以下「実行委員会」という。）の組織およ

び運営について必要な事項を定める。 

 

（目的） 

第２条  実行委員会は、海岸漂着ごみが有する問題の深さ、広がりを改めて認識するとともに瀬戸

内海を中心とする各セクターの様々な取り組みに関する情報交換を通じ、その視点と方向について淡

路島里海保全隊等参加者が様々な角度からディスカッションする場として開催する「漂着ごみ淡路

島会議（以下「淡路島会議」という。）」の円滑な運営を図るため、必要な準備及び実施運営等に当

たることを目的とする。 

 

（事業） 

第３条 実行委員会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。 

（１）淡路島会議の開催運営について必要な準備、および実施運営に関する事項 

（２）その他前号に関連する事業の実施に関する事項 

 

第２章  役員等 

（役員） 

第４条 実行委員会に次の役員を置く。 

（１）委 員 長  １名 

（２）副委員長  １名 

（３）委  員  ７名以内 

２ 委員長は、学識経験者をもって充てる。 

３ 副委員長は、兵庫県淡路県民局県民生活部長をもって充てる。 

４ 委員は、次に掲げる者のうちから委員長が委嘱する。 

（１）学識関係者 

（２）関係行政機関の職員 

（３）関係団体等の役職員 

 

（職務） 

第５条 委員長は、実行委員会を代表する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故ある時はその職務を代理する。 

３ 委員は、実行委員会の重要な業務の執行に関する事項を審議する。 

 

 （任期） 

第６条 役員の任期は、第１１条に規定する解散の時までとする。ただし、委員長が特別の理由があ

ると認めるときは、この限りでない。 

 

第３章  委員会 

（委員会） 

第７条 委員会は、委員長が必要に応じこれを招集する。 

２ 委員会の議長は、委員長があたる。 
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３ 委員会は、事業計画の決定、予算および決算の承認、その他委員長が重要と認める事項を審議し

決定する。 

４ 委員会の議事は、出席委員の過半数の同意をもって決し、可否同数の時は、議長の決するところ

による。 

５ 委員会に出席できない者は、あらかじめ通知された事項について書面をもって評決し、または、

議決権を代理の者に委任することができる。この場合においては、当該者は出席したものとみなす。 

 

第４章  事務局 

（事務局） 

第８条 実行委員会の事務処理をするため、事務局を社団法人瀬戸内海環境保全協会に置く。 

 

第５章  会計 

（会計） 

第９条 実行委員会の経費は、協賛金、その他の収入をもって充てる。 

 

第６章  監事 

（監事） 

第 10条 実行委員会に監事を置く。 

（１）監事は、委員長が委員の中から指名する。 

（２）監事は、会務の状況及び会計を監査する。 

 

第７章  解散等 

（解散） 

第 11条 実行委員会は、第３条の目的を達成し、委員会において事業の決算に関し承認が得られた

ときに、その議を経て解散するものとする。 

 

（残余財産の処分） 

第 12条 実行委員会が解散した場合の残余財産は、委員会の議決を経て淡路島会議の目的を継承す

る団体に寄附することができる。 

 

第８章  補則 

 

第 13条 この規約に定めるもののほか、必要な事項は委員長が別に定める。 

 

付則 

この規約は、平成１６年８月１８日から施行する。 
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漂着ごみ淡路島会議実行委員会委員 

 

 

委 員 長   広島大学名誉教授                松田 治   

副委員長   兵庫県淡路県民局県民生活部長          吉川 健一郎 

委  員  社団法人瀬戸内海環境保全協会常務理事         中嶋 國勝  

委  員    クリ－ンアップ全国事務局代表          小島 あずさ 

委  員  淡路地域整備推進委員会事務局長         安井 章夫  

委  員  淡路島全島一斉清掃市町実行委員会会長      川添 義己  

委  員  兵庫県淡路県民局県民生活部環境担当参事     高見 正春  

委  員  財団法人ひょうご環境創造協会環境創造部長     菊井 順一  

 



漂着ごみ淡路島会議実行委員会  

事務局　 〒651－0073  神戸市中央区脇浜海岸通１丁目５番１号 
国際健康開発センター３F４号室　（社）瀬戸内海環境保全協会内 

TEL （078）241－7720　　FAX （078）241－7730 

【協会H.P.】http://www.seto.or.jp/setokyo/

この報告書は、平成16年度藤本助成基金により作成しました。 

古紙配合率100％再生紙を使用しています 
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